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三
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び

次南
朝
諸
王
室
と
門
閥
と
の
婚
姻
関
係

三
朝
と
南
朝
の
婚
姻
形
態
の
相
違

通
塞
圏
の
拡
大
に
つ
い
て

　
　
序

　
私
は
こ
の
小
論
に
お
い
て
、
南
朝
時
代
に
お
け
る
婚
姻
関
係
に
つ
い
て
考

え
、
そ
れ
を
通
し
て
門
閥
社
会
の
一
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
て
み
た

い
。
先
ず
、
論
を
進
め
る
為
の
一
つ
の
手
掛
り
と
し
て
、
南
朝
に
お
け
る
名

門
、
済
陽
江
氏
の
婚
姻
関
係
を
ふ
り
返
っ
て
み
よ
う
。

○
済
済
江
二
二
系
図

　
○
夷
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
蕃
一
不

1
　
湛
　
一
　
任
心
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
柄
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十
　
　
　
　
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

　
河
南
楮
氏
　
宋
、
寺
今
長
公
主
、
宋
、
臨
調
公
主
梁
、

　
（
秀
之
女
）

　
　
十

　
三
三

一
女

　
一宋

・
南
平
寸
心

締
瀟
氏
（
豊
平
王
難
女
）

　
こ
の
婚
姻
略
系
図
に
つ
い
て
み
る
に
、
王
室
と
の
密
接
な
関
係
が
特
徴
的
で

あ
る
。
た
だ
、
湛
の
妻
は
初
め
河
南
の
楮
氏
、
後
に
最
北
で
あ
っ
た
。
庚
氏
の

出
身
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
他
が
晋
以
来
の
名
門
我
意
で
あ
る
か
ら
に
は
、
頴

川
の
庚
氏
と
見
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
婚
姻
は
恐
ら
く
東
晋
末

或
は
宋
初
に
行
わ
れ
た
。
名
門
間
の
婚
姻
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後

は
王
室
と
の
婚
姻
が
つ
づ
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
名
門
江
氏
と
王
室
と
の
婚

姻
、
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
江
氏
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
記

録
が
あ
る
。

○
司
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人
競
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自
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唯
湛
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。
三
三
外
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。
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（
南
史
5
6
江
夷
伝
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○
僕
射
徐
勉
権
重
。
唯
（
江
）
蕎
及
王
規
与
抗
礼
。
不
為
之
屈
。
勉
因
蕎
門
客

　
裡
景
為
子
蘇
求
昏
隠
魚
女
。
不
答
。
景
謹
言
之
。
傍
杖
景
四
十
。
由
此
与
勉

　
杵
。
勉
又
為
子
求
碕
弟
葺
及
論
題
女
。
二
人
並
拒
之
。
　
（
南
史
3
6
江
夷
伝
）

と
。
即
ち
、
三
竿
、
心
土
は
時
の
権
勢
家
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
婚
姻
を
結
ぶ

に
は
家
柄
が
低
い
、
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
門
閥
社
会
に
お
け
る
婚
「
姻
は
、
一
般
的
に
は
相

似
た
家
族
の
家
の
間
で
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
王
室
は
自
分
達
よ
り
も

家
格
の
高
い
家
と
も
婚
姻
関
係
を
結
ん
だ
如
く
で
あ
る
。
濃
墨
の
よ
う
な
一
流

貴
族
も
亦
、
王
室
と
の
婚
姻
を
歓
迎
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
で
は
、
相
似
た
家
格
の
家
の
間
で
婚
姻
を
結
ぶ
、
と
い
う
一
般
原
則
を
以
て

律
し
切
れ
な
い
、
王
室
と
の
婚
姻
関
係
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
も
の
と

し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
か
。
い
ま
こ
こ
で
は
、
ま
ず
南
朝
各
王
室
に
お
け
る

婚
姻
関
係
に
つ
い
て
考
え
、
つ
い
で
、
南
朝
門
閥
の
婚
姻
関
係
に
お
い
て
、
そ

の
晋
代
に
比
し
て
の
変
化
を
み
、
そ
こ
か
ら
、
門
閥
社
会
の
内
部
に
お
け
る
変

化
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一



南
朝
に
お
け
る
婚
姻
関
係
（
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）

第
一
節
　
南
朝
諸
王
室
と
門
と
の
婚
姻
関
係

　
私
は
嘗
て
、
南
朝
諸
王
室
の
婚
姻
関
係
が
、
政
権
獲
得
前
と
、
政
権
獲
得
後

に
お
い
て
は
異
っ
て
い
る
こ
と
、
即
ち
、
政
権
獲
得
前
は
王
室
諸
家
の
属
し
た

地
方
土
豪
的
家
柄
間
の
婚
姻
で
あ
り
、
王
朝
成
立
後
は
中
央
有
力
門
閥
と
の
婚

姻
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
　
（
拙
稿
「
内
書
南
朝
の
中
正
制
と
門
閥
社
会
」
　
（
門

閥
社
会
史
所
収
）
第
二
章
第
二
節
）
。
と
い
う
こ
と
は
、
各
王
室
の
婚
姻
関
係
は
、

王
朝
の
成
立
と
共
に
変
化
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
、
初
め
武
人
政
権
と

し
て
成
立
し
た
各
王
室
が
、
次
第
に
凹
閥
の
中
に
入
り
こ
ん
で
ゆ
く
様
子
を
示

す
も
の
と
考
え
て
お
い
た
。

　
前
述
江
氏
と
王
室
と
の
関
係
を
み
れ
ば
、
正
に
そ
の
よ
う
で
あ
っ
た
ら
し

い
。
と
こ
ろ
が
、
必
ず
し
も
そ
う
と
い
い
切
れ
ぬ
史
料
も
あ
る
。
い
ま
、
東
海

徐
氏
に
つ
い
て
み
よ
う
。

○
東
海
徐
氏
略
系
図

　
○
祥
之
一
－
欽
之
」
1
下
之

　
　
　
一
一
逡
之
i
湛
二
一

　
　
宋
、
会
稽
山
公
主

　
　
　
　
　
（
武
三
女
）

一
三
之
一
i
喬
之

　
　
　
　
　
十

　
　
　
宋
、
富
陽
公
主

　
　
　
　
　
　
（
武
帝
女
）

一
宰
之
一
孝
嗣
一
1
演
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康
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｝
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之

　
宋
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公
主

　
　
　
（
文
帝
女
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1
女

一
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一
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一「
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十

三
、
随
王
誕

へ
南
至
1
5
、
三
三
之
伝
、

　
　
　
武
康
公
主

一
瓢

　
十

　
斉
、
山
陰
公
主

「
纏
」
i
羅

一
女

　
十

梁
、

元
帝

　
　
　
　
　
　
ザ
女

　
　
　
　
　
　
　
十

　
　
　
　
　
　
斉
、
江
夏
王
宝
玄

以
下
表
は
主
と
し
て
南
史
に
よ
る
。
）

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
東
海
徐
氏
主
流
派
が
時
の
王
室
と
密
接
に
結
ん
で
い

る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
一
門
が
常
に
国
家
権
力
に
附
随

憎

し
て
栄
え
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
蓬
之
と
会
稽
宣
公
主
と
の
婚

姻
は
な
お
東
晋
時
代
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
（
回
書
4
5
、
三
三
之
伝
）
、

初
め
は
、
東
晋
未
の
権
勢
家
と
し
て
の
劉
裕
一
家
と
、
そ
の
腹
心
の
徐
氏
と
の

婚
姻
に
す
ぎ
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
ろ
う
。
然
る
に
、
そ
の
権
勢
家
は
王
室
に
升

り
、
腹
心
は
中
央
高
官
と
な
る
に
及
ん
で
、
王
室
と
高
級
官
僚
家
と
の
婚
姻
と

い
う
形
を
と
る
に
至
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
、
し
か
も
こ
の
家
が
宋
か
ら
斉
に
か

け
て
次
々
と
有
力
宮
僚
を
出
し
た
こ
と
は
、
自
ら
こ
の
家
の
中
央
官
僚
家
と
し

て
の
伝
統
を
確
立
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
社
会
的
地
位
を
も
向
上
せ
し
め
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
略
系
図
に
は
、
こ
れ
ほ
ど
王
室
の
婚
姻
が
み

ら
れ
る
の
に
反
し
て
、
当
時
の
一
流
貴
族
た
る
王
、
謝
或
は
そ
れ
に
準
ず
る
如

き
家
々
と
の
婚
姻
が
み
ら
れ
な
い
、
と
い
う
点
が
注
目
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
と

い
う
こ
と
は
、
こ
の
東
海
徐
氏
が
一
応
中
央
官
僚
家
と
し
て
の
地
位
も
確
立

し
、
社
会
的
地
位
も
認
め
ら
れ
て
は
い
た
と
し
て
も
、
や
は
り
当
時
の
上
流
貴

族
か
ら
は
勲
門
と
し
て
軽
視
さ
れ
、
婚
姻
の
相
手
と
し
て
は
拒
絶
さ
れ
た
、
と

い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
い
う
こ
と
は
、
王
室
の
婚
姻
の
相
手
は
必
ず

し
も
一
流
の
貴
族
と
限
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
勲
賞
で
は
あ
る
が
有
力
官
僚
家

で
あ
る
も
の
と
の
婚
姻
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
、
諸
王
室
の
婚
姻
関

係
が
政
権
獲
得
前
と
後
と
で
大
き
く
変
化
し
た
と
い
う
大
筋
に
お
い
て
誤
り
は

な
い
と
し
て
も
、
更
に
そ
の
内
容
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
王
室
と
門
閥

社
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
以
前
と
は
異
っ
た
点
を
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

　
こ
の
場
合
、
問
題
は
政
権
獲
得
後
の
婚
姻
に
あ
る
の
で
、
以
下
政
権
獲
得
後

の
各
王
室
の
婚
姻
関
係
を
示
し
て
み
よ
う
。
次
の
表
は
、
勿
論
完
全
な
も
の
と

は
い
い
難
い
が
、
大
体
の
傾
向
を
知
る
に
は
さ
し
つ
か
え
な
い
と
考
え
て
い
る

（
巡
察
の
数
字
は
通
婚
度
数
を
示
す
。
筆
者
撰
「
未
定
稿
南
北
朝
百
宮
世
系
表
」
　
（
未
発

表
）
に
よ
る
。
）
。



○
王
室
冠
婚
表

氏

名

下東娘太蘭東陳陳陳済只者汝君国丹比高
（

高河苑陳巴汐

田十三原虫莞郡郡郡県南江南陽昌陽三二
？
）平東陽留西城

趙徐三王瀟蔵謝蓑殿察楮何周江断路劉檀一三柳張骨

子氏氏霊室氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏三三氏氏氏寺氏氏

宋
　
室

斉
　
室

1415／4261319534312

南
朝
．
に
お
け
る
婚
姻
関
係
（
矢
野
）

312／1112231111

梁
　
室

1

陳
　
室

5221311／131

2／12／1

呉
　
郡
　
張
　
氏

呉
　
興
　
沈
　
氏

呉
　
半
銭
　
高

東
　
陽
　
留
　
氏

　
　
　
計

65

30

22

／1／112

　
こ
の
表
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
第
一
に
、
宋
朝
で
は
狼
邪
王
氏
、
陳
郡
謝

氏
、
河
南
楮
氏
を
は
じ
め
、
慮
江
何
氏
、
済
陽
十
六
、
東
海
徐
氏
、
蘭
陵
藷
…
氏

に
集
中
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
中
で
も
痕
邪
王
氏
は
圧
倒
的
で
あ
る
。
更

に
、
前
五
者
は
所
謂
一
流
門
閥
で
あ
り
、
後
二
者
は
、
王
室
劉
氏
と
共
に
宋
代

に
入
っ
て
中
央
官
僚
家
と
な
っ
た
勲
門
に
属
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
斉

に
な
る
と
そ
の
傾
向
は
原
則
的
に
は
同
様
で
あ
る
が
、
可
な
り
異
っ
て
く
る
。

娘
邪
王
氏
が
多
い
こ
と
に
変
り
は
な
い
が
、
他
の
名
門
は
格
別
目
立
っ
た
も
の

は
な
く
な
る
。
彰
城
の
劉
氏
と
か
、
河
東
柳
氏
の
如
き
新
興
幽
門
の
見
え
る
こ

と
は
宋
代
と
同
様
で
あ
る
。
梁
代
に
な
る
と
、
狼
邪
王
氏
も
そ
れ
ほ
ど
で
は
な

く
な
り
、
他
の
名
門
と
ほ
ぼ
同
列
に
な
ら
ぶ
。

　
以
上
三
代
で
は
、
娘
邪
王
氏
を
中
心
に
し
た
各
名
門
と
の
婚
姻
が
弩
弓
的
で

は
あ
る
が
、
そ
の
間
に
勲
門
と
の
婚
姻
が
全
代
を
通
じ
て
ま
じ
り
、
且
つ
割
合

と
し
て
は
ふ
え
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
こ
の
傾
向
は
、
二
代
に
な
る
と
か
な
り
異
っ
て
く
る
。
即
ち
陳
代

で
は
、
従
前
に
み
ら
れ
た
名
門
と
の
婚
姻
は
稀
と
な
り
、
反
っ
て
勲
引
高
は
寒

門
と
の
婚
が
多
く
な
っ
て
く
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
と
表
裏
す
る
如

く
、
宋
、
斉
、
梁
と
続
い
て
王
室
と
憎
し
た
家
が
、
多
く
は
陳
朝
で
は
絶
え
て

い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　
第
二
に
は
、
宋
朝
と
陳
朝
で
は
、
そ
の
王
室
と
だ
け
し
か
点
し
て
い
な
い
家

が
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
宋
朝
の
下
郵
趙
氏
、
蘭
立
前
氏
、
東
莞
蔵
氏
、

平
昌
孟
氏
、
丹
陽
路
氏
の
如
き
、
－
陳
朝
の
巴
西
侯
氏
、
彰
城
到
氏
、
興
郡
張

三
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氏
、
呉
興
沈
氏
、
呉
興
銭
氏
、
東
陽
脂
汗
の
如
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
家
が

多
く
は
勲
門
乃
至
は
寒
門
で
あ
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
が
、
更
に
陳
朝

で
は
江
南
出
身
が
多
い
と
い
う
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
需
ろ
う
。
即
ち
、
張
、

沈
、
銭
、
留
の
各
氏
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
以
上
の
事
か
ら
概
括
的
に
考
え
て
み
れ
ば
、
宋
か
ら
梁
ま
で
は
、
王
室
の
婚

姻
相
手
は
江
北
出
身
の
名
族
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
当
時
の
上
流
階
層
で
あ
っ

た
が
、
陳
朝
と
な
る
と
、
勲
門
、
寒
門
と
の
婚
姻
、
中
で
も
江
南
出
身
と
の
婚

が
多
い
傾
向
が
生
じ
て
き
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
宋
、
斉
、
壁
厚
王
朝
が
、
西

晋
、
東
晋
以
来
の
、
江
北
系
の
一
流
門
閥
中
心
主
義
を
原
則
的
に
は
引
き
つ
い

だ
の
に
対
し
、
陳
朝
に
は
、
そ
れ
と
異
質
的
な
社
会
体
制
が
起
り
つ
つ
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
、
と
の
疑
聞
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
勿
論
私
は
、
こ
の

疑
問
を
こ
こ
で
全
面
的
に
解
明
で
き
る
な
ど
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

単
に
婚
姻
関
係
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
少
な
り
と
こ
の
雑
題
に
ふ
れ
う

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

さ
て
、
陳
代
に
な
っ
て
勲
門
、
城
門
と
王
室
の
婚
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
た
の

は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
も
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
す
る
と
陳
代

の
こ
の
特
徴
は
、
急
激
に
や
っ
て
き
た
も
の
で
は
な
く
、
宋
朝
以
降
徐
々
に
そ

の
傾
向
を
増
し
て
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
斉
朝
か
ら
、
狼
邪
王
氏
以
外
、

特
に
目
立
っ
た
王
室
と
の
通
婚
家
が
な
く
な
り
、
一
朝
で
は
、
そ
の
狼
邪
王
氏

さ
え
も
少
く
な
っ
て
き
た
こ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
変
化
と
相
応
ず
る
も
の
で
は

な
い
の
か
、
と
い
う
考
え
が
浮
ん
で
こ
よ
う
。
そ
こ
で
私
は
、
西
台
、
東
晋
時

代
の
王
室
司
馬
氏
と
の
通
婚
家
を
調
査
し
、
そ
の
よ
う
な
勲
門
或
は
寒
門
と
の

通
婚
は
、
西
晋
、
東
晋
以
来
の
も
の
か
、
そ
れ
と
も
宋
朝
以
降
の
も
の
か
を
、

先
ず
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

　
そ
こ
で
司
馬
氏
の
婚
姻
相
手
に
つ
い
て
み
る
に
、
大
体
次
の
如
く
で
あ
る

（
拙
撰
、
　
「
改
訂
日
宇
百
官
世
系
表
」
参
照
）
。

太
原
王
氏

娘
邪
王
氏

顯
川
庚
氏

河
東
質
氏

弘
農
楊
氏

東
海
王
氏

683221

沸
国
王
侯
氏
／

河
内
張
氏
　
窪

河
東
衛
氏
　
2

東
莱
王
氏
　
1

慮
江
何
氏

頴
川
葡
氏

河
南
楮
氏

弘
農
王
氏

太
原
温
氏

平
原
華
氏

南
陽
楽
氏

諜
国
桓
氏

陳
郡
謝
氏

東
海
謬
氏

1211111221

京
兆
杜
氏

済
陽
虞
氏

泰
山
羊
氏

沸
国
劉
氏

東
莱
劉
氏

中
山
劉
氏

苑
陽
盧
氏

河
東
斐
氏

狼
邪
孫
氏

河
内
楊
氏

四

11211113／／

　
司
馬
氏
は
い
う
ま
で
も
な
く
河
内
郡
出
身
の
豪
族
で
あ
り
、
曹
魏
政
権
斉
島

回
の
時
代
か
ら
政
治
の
実
権
を
握
っ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
従

っ
て
、
そ
の
婚
姻
関
係
を
み
て
も
、
一
、
二
の
特
殊
例
を
除
い
て
、
殆
ど
無
封

代
の
名
門
、
或
は
中
央
官
僚
家
と
の
通
婚
で
あ
っ
た
。
で
は
、
特
殊
例
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
に
、
司
馬
氏
の
魏
政
権
参
加
以
前
の
仁
君
と
河
内
張

氏
、
東
晋
時
代
の
河
東
公
主
と
嗅
直
孫
会
（
血
書
5
9
趙
王
倫
伝
）
と
の
婚
の
如
き

で
あ
る
。
河
内
の
張
氏
は
、
父
は
魏
の
粟
邑
令
注
で
あ
り
、
母
は
河
内
山
氏
で

あ
っ
た
（
三
囲
侶
、
宣
穆
張
皇
后
伝
）
。
従
っ
て
、
こ
の
後
漢
時
代
に
な
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
宣
帝
と
張
氏
と
の
婚
は
、
河
内
郡
の
豪
族
間
の
婚
姻
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
と
同
様
な
例
は
、
三
三
の
弟
の
子
た
る
高
密
文
献
王
泰
が
、

河
内
郡
の
豪
族
で
あ
り
、
魏
の
有
力
官
僚
と
な
っ
た
楊
弓
の
女
と
回
し
た
如
き

に
見
え
る
（
遺
志
2
5
楊
評
伝
）
。
宣
帝
と
楊
俊
と
は
仲
の
良
い
友
人
で
あ
っ
た
と

い
う
（
同
上
）
。

　
次
の
狼
邪
孫
会
は
、
藻
汐
の
子
で
あ
る
。
秀
は
、
「
秀
起
自
己
邪
外
史
。
累
官

於
趙
国
。
以
論
媚
自
達
。
」
（
皿
呈
日
5
9
趙
王
倫
伝
）
と
あ
る
如
く
、
趙
章
章
に
仕
え

て
権
勢
を
ふ
る
っ
た
が
、
勿
論
、
王
側
近
の
小
吏
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
け
れ
ど

も
趙
王
倫
の
勢
力
を
背
景
と
し
て
、
恵
帝
の
女
河
東
公
主
と
己
の
子
と
を
婚
せ



し
め
る
に
至
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
一
般
に
知
れ
る
や
、
「
百
姓
忽
聞
其
尚
主
。

莫
不
言
愕
。
」
　
（
同
上
）
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
異
常
な
も
の
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
、
王
室
司
馬
氏
の
婚
姻
関
係
を
考
え
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
特
殊
例
を
考

慮
に
入
れ
る
必
要
は
な
い
、
と
い
え
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
勿
論
、
西
晋
時
代
に
な
っ
て
急
速
に
中
央
宮
僚
化
し
て
き
た
家
と
司
馬
氏
と

の
婚
姻
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
南
陽
楽
氏
と
成
都
遺
言
と
の

婚
の
如
き
は
そ
う
で
あ
ろ
う
。
晋
書
（
4
3
）
楽
直
伝
に
よ
れ
ば
、
広
の
父
方
は

魏
征
西
将
軍
夏
帯
玄
の
参
軍
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
死
後
は
、
　
「
広
孤
貧
。
僑
居
山

陽
。
馬
素
為
業
。
年
無
知
者
。
」
　
（
薄
書
4
5
楽
士
伝
）
　
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、

広
は
そ
の
人
物
の
故
に
斐
楷
、
王
戎
、
質
充
塞
の
如
き
当
時
の
名
門
、
権
勢
家

に
知
ら
れ
、
彼
等
の
援
引
に
よ
っ
て
遂
に
中
央
高
官
と
な
る
に
至
っ
た
。
而
も

な
お
当
時
は
門
閥
社
会
の
成
立
期
に
あ
た
り
、
婚
姻
に
際
し
て
そ
れ
ほ
ど
家
格

を
閥
わ
ず
、
人
物
本
位
の
考
え
方
が
残
っ
て
い
た
こ
と
は
、
既
に
守
屋
氏
の
指

摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
守
屋
美
都
雄
氏
「
六
朝
門
閥
の
一
研
究
」
参
照
）
。
従

っ
て
、
こ
の
よ
う
な
例
は
、
当
時
の
社
会
通
念
の
上
で
は
決
し
て
例
外
的
な
も

の
と
し
て
考
え
る
必
要
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
楽
聖
と
司
馬
氏
と
の
婚
の
如
き
例
は
極
め
て
稀
で
、
大
体
は
当
時

の
名
門
、
少
く
と
も
魏
以
来
の
中
央
官
僚
家
が
司
馬
氏
の
婚
姻
相
手
で
あ
り
、

司
馬
氏
と
共
に
門
閥
社
会
を
形
成
し
て
い
っ
た
家
々
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
、
司
馬
氏
が
当
時
の
門
閥
社
会
の
中
に
と
け
こ
ん
で
い
た
、
即
ち
、
司
馬
氏

は
一
面
政
権
を
握
り
な
が
ら
も
、
他
面
門
閥
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
こ
と
を
、
南
朝
の
場
合
と
考
え
合
せ
て
み
れ
ば
、
南
朝
諸
王
朝
は
地
方

士
大
夫
の
家
か
ら
身
を
起
し
て
政
権
．
を
握
っ
た
軍
閥
政
権
で
あ
っ
て
、
司
馬
政

権
が
門
閥
社
会
と
共
に
成
長
発
展
し
た
如
き
と
は
異
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

即
ち
、
司
馬
政
権
．
に
と
っ
て
門
閥
社
会
は
、
自
ら
を
中
心
と
し
て
長
い
年
月
か

け
て
発
展
し
て
き
た
社
会
で
あ
り
、
両
者
は
一
体
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ

南
朝
に
お
け
る
婚
姻
関
係
（
矢
野
）

う
が
、
南
朝
の
場
合
は
、
既
に
存
在
し
て
い
る
門
閥
社
会
に
、
外
か
ら
、
而
も

社
会
的
に
は
軽
視
さ
れ
て
い
た
地
位
か
ら
入
り
込
も
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。

従
っ
て
、
政
治
的
に
は
、
宋
書
（
4
2
）
王
弘
伝
に
、
　
「
高
祖
因
図
無
謂
翠
公

日
。
我
布
衣
始
望
不
至
此
。
…
…
弘
率
爾
対
日
。
此
所
謂
天
命
。
求
之
不
可

得
。
推
之
不
可
去
。
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
見
え
る
如
く
、
天
命
を
得
て
君
臨
す

る
特
殊
の
地
位
と
し
て
、
容
易
に
承
服
さ
れ
た
天
子
の
地
位
で
は
あ
っ
た
が
、

一
方
社
会
的
に
は
、
信
書
（
／
）
武
帝
紀
に
、
「
素
手
洋
学
以
雄
豪
然
推
。
而

一
朝
便
有
極
位
。
晋
氏
四
方
牧
言
及
在
朝
大
臣
。
尽
心
能
事
。
臣
主
群
論
定
突

。
高
祖
位
微
於
朝
。
衆
愚
一
旅
。
奮
腎
二
心
華
中
。
侶
大
義
霊
芝
照
照
。
・
田

是
、
王
誼
等
諸
人
時
衆
民
望
。
莫
不
届
撃
手
焉
。
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
明
ら
か

な
如
く
、
桓
玄
な
ど
と
は
琴
平
に
な
ら
ぬ
も
の
と
し
か
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。

　
従
っ
て
、
こ
れ
ら
諸
王
朝
が
、
政
治
的
の
み
な
ら
ず
、
社
会
的
に
も
支
配
的

地
位
を
固
め
て
ゆ
く
為
に
は
、
す
み
や
か
に
自
ら
を
門
閥
化
す
る
必
要
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
為
の
最
も
簡
単
な
手
段
が
、
一
流
門
閥
と
の
通
婚
で

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
う
考
え
る
と
、
当
時
最
高
の
門
閥
で
あ
っ
た
狼
邪
王

氏
と
の
通
婚
が
、
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
も
了
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
而
も
こ
れ

ら
王
室
の
周
辺
に
は
、
政
権
獲
得
に
あ
た
っ
て
労
苦
を
共
に
し
た
所
謂
股
肱
の

臣
が
い
た
。
彼
等
は
勿
論
単
な
る
武
人
或
は
寒
門
出
身
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
政

権
獲
得
、
王
朝
成
立
と
共
に
必
然
的
に
中
央
高
官
と
な
り
、
政
権
を
め
ぐ
る
中

央
官
僚
家
を
形
成
し
た
。
そ
の
故
に
、
こ
れ
ら
各
王
朝
の
群
婚
に
は
、
お
の
つ

か
ら
勲
門
或
は
寒
門
と
の
婚
が
入
り
込
ん
で
く
る
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
れ
ば
、
勲
門
或
は
寒
門
と
の
通
史
は
、
宋
朝
以
降
の

こ
と
と
考
え
て
よ
く
、
そ
れ
は
武
力
を
も
っ
て
政
権
を
握
っ
た
こ
れ
ら
諸
政
権

が
、
始
め
か
ら
負
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
運
命
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ

う
。
で
は
次
に
、
宋
朝
以
降
の
、
勲
門
、
寒
国
と
王
室
と
の
通
婚
を
調
査
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
陳
代
に
お
い
て
、
何
故
に
あ
の
よ
う
な
、
極
端
な
通
婚
関
係

五



長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
二
二
号
（
矢
野
）

が
あ
ら
わ
れ
て
き
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

－
上
述
の
王
室
通
婚
表
に
お
い
て
、
三
代
で
二
面
、
長
門
と
み
ら
れ
る
も
の

は
、
東
海
徐
氏
、
蘭
陵
薫
氏
、
東
莞
蔵
氏
、
下
一
泊
氏
、
丹
陽
路
氏
の
如
き
で

あ
ろ
う
が
、
斉
で
は
高
平
檀
氏
、
河
東
王
氏
、
梁
代
で
は
遍
満
張
氏
の
如
き
で

あ
ろ
う
。
陳
代
と
な
る
や
、
巴
西
王
氏
、
呉
興
沈
氏
、
呉
興
銭
氏
、
東
陽
留

氏
、
彰
城
到
氏
の
如
き
が
見
え
、
特
に
疾
氏
、
到
氏
を
除
い
た
も
の
は
、
江
南

出
身
で
あ
っ
た
点
も
注
目
さ
れ
る
。

　
で
は
こ
れ
ら
の
家
々
と
各
王
朝
と
は
、
ど
の
よ
う
な
結
び
つ
き
を
し
、
そ
れ

は
何
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
先
づ
、
こ
れ

ら
の
家
々
と
政
権
と
の
関
係
を
調
べ
て
み
よ
う
。

○
宋
朝
関
係

一
、
下
郵
趙
氏
略
系
図
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
一
書

。
彪
賄
御
－
畜
幕

　
　
　
　
　
昏

　
さ
て
、
…
喜
て
述
べ
た
如
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
拙
著
「
門

閥
社
会
史
」
所
収
）
）
、
こ
の
趙
氏
は
地
方
の
平
凡
な
官
僚
家
に
す
ぎ
な
か
っ

た
。
た
ま
た
ま
劉
氏
と
相
似
た
家
柄
と
い
う
こ
と
で
、
武
帝
の
門
脈
翅
と
趙
皇

后
と
の
婚
姻
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
勿
論
こ
れ
は
、
宋
朝
成
立
以
前
の

こ
と
で
あ
る
。
倫
之
は
皇
后
の
弟
で
あ
る
が
、
早
く
か
ら
武
帝
に
仕
え
て
軍
功

あ
り
、
佐
命
の
功
を
認
め
ら
れ
て
、
政
権
樹
立
と
共
に
中
央
官
僚
家
を
形
成
し

た
と
見
ら
れ
る
（
宋
書
4
6
趙
倫
之
伝
）
。
倫
之
の
事
情
も
宋
の
公
主
と
薄
し
て
い

る
。
」

堂
之
餌

鳥
之
鞭
－
伯
符
備
中
－
惰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夷
、
海
塩
公
主

一
蹴
皇
后

　
　
十

薬
、
武
帝
王
劉
翅

　
（
「
魏
晋
南
朝
の
中
正
制
と
門
閥
社
会
」

二
、
蘭
卑
下
下
略
系
図

・
轟
電
請
之
聡
整
i
思
蒸

着下
郵
趙
氏
一
型
皇
后

　
　
　
　
　
十

　
　
　
　
　
三
年

　
　
　
　
　
塁
一
メ
ノ

　
　
十

浦
郡
劉
収

着

　
こ
の
家
に
つ
い
て
も
別
に
ふ
れ
た
如
く

会
」
）
、
地
方
の
平
凡
な
官
僚
家
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い

の
姉
が
王
朝
成
立
前
に
樽
町
帝
の
父
劉
勉
と
済
し
、

ん
で
中
央
官
僚
家
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
、
下
郵
趙
氏
と
同
様
で
あ
る
。

両
氏
の
相
違
は
、
高
調
が
中
央
宮
僚
と
し
て
そ
れ
ほ
ど
栄
え
な
か
っ
た
の
に
対

し
、
薫
氏
は
思
話
の
活
動
に
よ
っ
て
、
中
央
官
僚
家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し

た
の
み
な
ら
ず
、
遂
に
甲
門
と
し
て
の
社
会
的
地
位
を
も
得
て
き
た
こ
と
は
、

晦
素
と
三
三
の
女
と
の
婚
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
察
せ
ら
れ
る
。
し
か

し
、
後
の
宋
の
王
室
と
の
多
く
の
婚
姻
は
、
孝
諮
薫
皇
后
に
よ
る
外
戚
と
い
う

つ
な
が
り
の
上
に
、
瀟
氏
が
王
室
の
成
立
と
一
緒
に
、
中
央
官
僚
化
し
て
い
っ

た
と
い
う
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
ら
の
婚
姻
が
王
室
と
三
門

の
婚
姻
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
の
で
、
そ
れ
ら
は
や
は
り
勲
門
と
し
て
の
蒲

団
と
王
室
と
の
通
婚
と
み
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三
、
東
莞
蔵
氏
略
系
図

一
恵
開
i
一
心

　
　
　
　
1
女

　
　
　
　
　
十

　
　
　
宋
、
孝
武
帝
子

－
恵
明
i
膵
素

　
　
　
　
十

　
　
　
娘
邪
王
氏
（
庸
主
）

1
恵
基

　
十
－

　
宋
、
江
夏
王
義
恭
女

i
女

　
十

　
宋
、
桂
陽
王
即
下

一
女

　
十

　
宋
、
劉
乗
（
宗
室
）

（
前
掲
「
魏
晋
南
朝
の
中
正
制
と
門
閥
社

　
　
　
　
　
　
　
。
そ
れ
が
、
源
之

　
　
　
　
劉
裕
が
政
権
を
握
る
に
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ



・
弓
隠
．
一
晶
沖

　
　
　
　
　
十

　
　
　
　
高
密
叔
孫
氏

－
寿
愈
常
－
［
蜷

　
　
　
　
　
　
十

　
　
　
　
　
北
地
回
郡

⊥
景
～

1
蔵
皇
后

　
十

一
質
1

一
女

　
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宋
、
武
三
一
沖

　
こ
の
家
も
平
凡
な
地
方
の
士
大
夫
家
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
殆
ど
間
違

い
な
か
ろ
う
。
そ
の
祖
先
が
、
注
ま
で
し
か
明
ら
か
に
で
き
な
い
こ
と
も
、
そ

れ
ら
が
大
し
た
官
職
に
つ
い
て
い
な
い
こ
と
も
、
僑
の
妻
が
高
密
の
叔
孫
氏
と

い
う
中
央
政
界
に
全
く
縁
の
な
い
家
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
も
、
皆
そ
の
証
拠
で

あ
ろ
う
。
蔵
氏
と
劉
裕
と
の
婚
姻
は
政
権
樹
立
前
の
東
晋
時
代
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
婚
も
趙
氏
、
諮
氏
の
場
合
と
同
じ
く
、
地
方
士
大
夫
家
相
互
の
婚
姻
で
あ

っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
蔵
氏
が
中
央
官
僚
と
な
っ
た
の
は
、
こ
の
通

婚
の
故
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
宋
政
権
樹
立
と
共
に
、
一
緒
に
成
長
し
た
中
央
官

僚
家
の
一
つ
と
見
て
さ
し
つ
か
え
あ
る
ま
い
。
従
っ
て
、
南
郡
王
家
と
蔵
氏
の

婚
姻
も
、
宗
室
と
勲
門
の
婚
姻
と
考
え
て
さ
し
つ
か
え
あ
る
ま
い
。

四
、
東
海
徐
氏
略
系
図
（
省
略
、
前
出
）

　
こ
の
家
に
つ
い
て
は
一
応
説
明
を
加
え
て
お
い
た
が
、
必
要
な
限
り
に
お
い

て
再
説
す
る
と
、
こ
の
家
は
東
晋
末
に
中
央
官
界
に
顔
を
出
し
た
に
す
ぎ
ず

　
（
晋
書
7
4
桓
輝
伝
附
徐
寧
伝
）
　
、
後
に
羨
之
が
、
　
「
吾
位
至
二
品
、
官
為
二
千

石
。
志
願
耳
聞
（
宋
書
4
5
徐
羨
之
伝
）
。
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
を
み
れ
ば
、
さ
し

た
る
家
柄
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
家
が
中
央
宮
僚
家
と
し
て
確

立
し
た
の
は
、
欽
之
、
羨
之
兄
弟
に
至
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
東
晋

末
に
行
わ
れ
た
逡
之
と
宋
武
帝
長
女
、
会
稽
公
主
と
の
婚
姻
が
大
い
に
影
響
し

た
と
考
え
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
の
家
も
亦
前
記
諸
家
と
同
様
、
劉
政
権
成
立
と
共

南
朝
に
お
け
る
婚
姻
関
係
（
矢
野
）

一
三

　
十

　
宋
、
南
郡
王
義
宣
女

一
女

　
十

三
、
劉
採
（
義
宣
子
）

に
中
央
に
乗
り
出
し
た
家
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
徐
羨
之
は
、
東
晋

末
以
来
武
帝
の
股
肱
の
臣
で
あ
り
、
台
命
の
功
臣
で
あ
り
、
宋
初
の
有
力
政
治

家
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
政
権
成
立
前
か
ら
そ
の
後
に
か
け
て
の

関
係
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の
両
者
間
の
婚
姻
が
行
わ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
。

五
、
丹
陽
路
氏
略
系
図

・
興
之
灘
螺
野

掛

　
宋
書
（
4
／
）
文
帝
路
草
媛
伝
に
よ
れ
ば
、

侍
郎
、
茂
之
左
軍
将
軍
。

慶
の
女
は
一
時
的
に
も
せ
よ
、
前
廃
帝
の
皇
后
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
た
こ
と

間
違
い
あ
る
ま
い
。
こ
の
家
が
社
会
的
に
は
全
く
の
単
家
に
す
ぎ
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
こ
と
は
、
墨
書
路
淑
爆
心
に
、
　
「
（
太
后
弟
子
）
環
之
宅
与
太
常
王
僧

達
並
門
。
嘗
指
革
服
聖
運
。
造
僧
達
。
僧
最
早
為
之
礼
。
環
下
車
訴
太
后
。
太

后
大
怒
。
告
上
日
。
我
尚
在
而
人
皆
陵
我
家
。
死
後
乞
食
突
。
欲
皐
僧
達
。
上

日
。
曖
之
年
少
。
自
不
遇
軽
造
詣
。
王
覇
達
貴
公
子
。
量
以
此
事
加
皐
。
」
と

み
え
る
と
干
ろ
で
も
察
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
道
傍
の
女
が
前
廃
帝
の
皇
后
と

し
て
立
て
ら
れ
た
の
も
、
孝
武
帝
の
母
と
し
て
の
路
太
后
の
意
か
ら
出
た
も
の

で
あ
ろ
う
し
、
王
室
と
の
婚
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
は
一
応
例
外
的
な
も
の
と
し

て
考
え
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
以
上
五
氏
の
中
、
黒
氏
を
例
外
と
し
て
他
の
四
氏
に
つ
い
て
み
る
に
、
特
徴

的
な
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
家
々
は
劉
氏
が
な
お
政
権
を
獲
得
す
る
以
前
、
名
も

な
き
地
方
士
大
夫
に
す
ぎ
な
か
っ
た
頃
に
婚
姻
し
た
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
こ

一
路
太
后
（
孝
武
帝
母
）

　
　
十

　
文
旦

　
　
　
　
ロ
ヒ
レ

i
道
慶
男
夫
［
「
鍵
后

　
　
　
　
　
　
　
前
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
廃
帝
景
和
渕
。
足
休
之
為
黄
門

　
…
…
道
慶
寸
分
皇
后
。
」
と
み
え
て
い
る
か
ら
、
道

七



長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
第
二
二
号
（
矢
野
）

と
で
あ
ろ
う
。
婚
姻
と
い
う
も
の
は
、
元
来
、
魏
志
（
5
）
文
徳
郭
皇
后
伝
に

い
う
如
く
、
同
郷
で
あ
っ
て
門
戸
の
相
似
た
間
柄
に
お
い
て
な
さ
れ
る
の
が
普

通
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
時
代
こ
そ
降
れ
、
上
述
四
家
と
劉
氏
と
の
婚
は
、
同

郷
で
も
あ
り
、
且
つ
相
似
た
家
柄
相
互
の
、
世
間
一
般
に
み
ら
れ
る
婚
姻
で
あ

っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
勿
論
そ
れ
の
み
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ

れ
ら
四
氏
の
宋
初
の
人
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
宋
朝
成
立
に
功
績
が
あ
っ
た
入
々
、

換
言
す
れ
ば
、
劉
裕
の
股
肱
と
し
て
建
国
に
活
動
し
た
人
々
で
あ
り
、
従
っ

て
、
そ
の
功
績
の
故
に
王
室
と
密
接
な
君
臣
関
係
を
結
び
、
劉
氏
政
権
の
成
長

と
共
に
成
長
し
、
三
三
政
権
の
確
立
に
よ
っ
て
中
央
官
僚
家
と
し
て
の
地
位
を

得
た
人
々
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
彼
等
は
一
面
劉
氏
の
政
権
獲
得
以
前
か
ら
外
戚

と
し
て
親
し
い
関
係
に
あ
る
と
共
に
、
他
面
そ
の
建
国
に
功
労
あ
り
、
そ
の
結

果
と
し
て
中
央
官
僚
家
と
な
る
に
至
っ
た
わ
け
で
、
そ
の
よ
う
な
関
係
が
政
権

樹
立
後
に
、
再
び
彼
等
と
王
室
と
を
通
婚
せ
し
め
る
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
四
氏
は
皆
所
謂
勲
門
と
い
う
べ
き
で
、
例
え
ば
宋
書

（
4
6
）
趙
倫
之
伝
に
、
　
「
光
禄
大
夫
萢
泰
好
戯
。
謂
日
。
司
徒
公
歓
。
必
用
汝
老

奴
。
我
不
言
慰
撫
地
。
所
任
要
是
外
戚
。
高
秩
次
第
所
至
耳
。
倫
之
大
喜
。
毎

載
酒
肴
詣
泰
。
」
と
あ
る
如
く
、
上
流
門
閥
の
人
々
か
ら
は
軽
視
さ
れ
る
こ
と

が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
所
謂
甲
門
と
は
い
い
難
い
。
し

か
し
、
彼
等
が
当
初
に
中
央
官
僚
家
と
し
て
の
し
上
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

っ
て
、
そ
の
子
孫
と
も
な
れ
ば
、
一
応
の
社
会
的
尊
敬
は
得
て
い
た
と
思
わ
れ

る
し
、
－
例
え
ば
宋
書
（
7
8
）
薫
零
話
伝
に
よ
れ
ば
、
　
「
思
話
宗
戚
令
望
。
蚤

見
任
待
。
…
…
所
三
無
傲
鰍
清
節
。
三
無
稼
鑛
之
累
。
愛
才
好
士
。
人
多
帰
環
。

」
と
み
え
る
。
1
そ
の
よ
う
な
歪
な
し
に
は
王
室
と
の
通
婚
は
成
立
し
難
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
こ
れ
ら
の
家
々
の
門
閥
内
に
お
け
る
地
位
は
、
王
、
謝

は
勿
論
、
何
、
楮
、
般
、
蓑
等
の
有
力
諸
氏
よ
り
も
一
段
ひ
く
い
も
の
で
は
あ

っ
た
と
し
て
も
、
官
達
を
背
景
と
し
て
、
一
応
中
央
門
閥
の
仲
間
入
り
は
し
て

い
た
わ
け
で
あ
ろ
う
。

　
で
は
次
に
斉
朝
に
お
い
て
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

○
斉
朝
関
係

一
、
高
平
零
墨
略
系
図

O
I論
判
t
望
外
－
珪
蟹

一
氏
領
軍

　
示
将
軍

　
・
，
－
，
，
，
『
『
…
女

　
　
　
　
　
十

　
　
　
　
（
斉
？
）
南
謙
王

1
道
下
司
空

　
　
十

　
向
氏

一
女

　
十

宋
長
沙
景
王

　
　
　
　
檀
氏
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
（
王
）
僧
慶
烈
日
。
：

八

係
念
に
よ
れ
ば
、
　
　
　
　
　
面
白
い
話
が
伝
わ
っ
で
い
る
。

「
高
平
檀
珪
…
…
与
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
：

位
宣
。
亦
不
後
物
。
尚
書
同
堂
姉
為
江
夏
王
妃
。
檀
珪
同
堂
姑
為
南
謙
王
妃
。

尚
書
婦
是
江
夏
王
妃
。
難
解
祖
姑
嬢
長
沙
景
王
。
尚
書
伯
為
江
州
。
檀
珪
亦
為

江
州
。
尚
書
従
兄
出
身
為
後
軍
出
軍
。
檀
珪
父
釈
褐
三
業
中
衆
参
詣
。
僕
於
尚

書
。
人
地
本
懸
。
至
早
婚
宙
。
不
至
殊
絶
。
」
と
。

　
珪
の
祖
紹
は
、
そ
の
弟
砥
、
男
爵
と
共
に
宋
の
高
祖
建
国
の
時
、
武
勲
を
以

て
寵
せ
ら
れ
た
こ
と
、
選
書
（
4
5
）
檀
詔
伝
に
、
「
高
祖
受
命
。
以
佐
命
功
増
八

百
戸
。
丼
前
千
五
百
戸
。
紹
嗜
酒
貧
横
。
所
贈
位
金
銀
。
上
嘉
情
合
門
従
義
。
下

道
済
又
有
大
功
。
故
特
見
解
授
。
」
と
み
え
る
播
く
で
あ
る
。
こ
の
一
門
は
元

来
は
名
も
な
き
武
将
の
家
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
み
え
る
。
従
っ
て
、
宋
王
室
と

の
婚
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
劉
宋
政
権
樹
立
前
の
こ
と
で
、
そ
の
頃
相

似
た
武
人
の
家
劉
氏
と
の
婚
が
あ
っ
た
に
す
ぎ
ぬ
。
従
っ
て
、
そ
れ
で
以
て
王

僧
慶
の
妻
が
江
夏
王
の
女
で
あ
る
と
い
う
、
虚
言
政
権
成
立
後
の
婚
姻
と
比
較

こ
の
表
の
中
、
南
謙
王
に
つ
い

て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
恐
ら

く
斉
の
宗
室
で
あ
ろ
う
。
若
し

そ
う
で
な
く
て
宋
の
宗
室
で
あ

っ
た
と
し
て
も
こ
の
論
文
の
論

旨
に
変
更
は
な
い
の
で
、
　
一
応

斉
宗
室
と
考
え
て
お
く
。

　
さ
て
、
整
斉
書
（
3
3
）
王
僧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
即
ち
、

身
錐
孤
微
。
百
世
国
士
。
姻
嬬



す
る
の
は
当
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
詔
兄
弟
三
人
の
懸
命
の
功
に
よ
り

こ
の
一
門
が
中
央
官
僚
と
な
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
県
警
王
と
の
通
婚

は
そ
の
結
果
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
多
少
的
は
ず
れ
な
が

ら
、
　
「
於
婚
宣
不
心
置
」
と
一
応
は
主
張
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
「
人

地
本
懸
」
と
て
、
門
閥
社
会
に
お
け
る
檀
弓
の
地
位
の
低
さ
を
自
認
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

二
、
河
東
柳
氏
略
系
図

・
葱
下
編
点
景
禅
．

叔
宗
叢
也
隆
禅
．

十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

郭
氏
　
　
　
　
　
　
閃
氏

一
軍
呉
興
一
匿
都
陽
一

　
雫
太
守
　
イ
太
守

　
　
　
　
　
　
十

　
　
　
　
長
城
公
主

　
　
　
　
（
梁
武
帝
女
）

一
女

　
十

　
斉
河
東
王
鉱

一
○

　
十

崔
氏
（
霊
鳳
女
）

覇（富
z
公
主
陳
文
帝
女
）

－
放

陳
宣
帝

　
こ
の
家
は
元
来
河
東
の
著
姓
で
あ
め
た
が
、
南
朝
柳
翰
墨
に
至
っ
て
中
央
官

僚
と
な
っ
た
。
元
景
は
武
将
と
し
て
活
動
し
、
宋
孝
武
帝
に
重
用
せ
ら
れ
、
尚

書
令
に
至
っ
た
。
宋
書
（
7
7
）
の
彼
の
伝
に
は
、
　
「
元
蜂
起
自
将
帥
。
及
当
朝

急
務
。
錐
非
所
長
而
有
弘
雅
之
美
。
」
と
伝
え
て
い
る
。
世
隆
も
亦
武
人
で
あ

り
、
南
斉
太
祖
及
び
世
祖
と
親
し
く
、
早
く
か
ら
そ
の
股
肱
と
し
て
建
国
相
半

の
功
が
あ
っ
た
（
南
斉
書
2
4
柳
世
詳
伝
）
。
斉
朝
成
立
後
は
政
治
的
に
も
重
用
さ

れ
、
世
祖
永
明
七
年
尚
書
令
と
な
っ
た
が
、
学
問
に
対
す
る
関
心
も
あ
り
、

「
世
隆
性
愛
渉
猟
。
啓
太
祖
借
秘
辞
書
。
上
灘
二
千
巻
。
」
と
か
、
　
「
世
隆
少

立
功
名
。
乗
組
以
談
義
。
」
　
（
南
斉
書
誤
世
隆
伝
V
と
か
い
う
如
く
、
晩
年
に
は

教
養
を
つ
む
こ
と
に
努
め
た
如
く
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
申
央
官
僚
家
の

確
立
を
み
た
も
の
の
、
し
か
し
壁
代
に
軍
門
と
み
ら
れ
た
形
迩
は
な
く
河
東
王

南
朝
に
お
け
る
婚
姻
関
係
（
矢
野
）

鉱
に
そ
の
女
を
嫁
し
た
の
は
、
南
史
（
4
3
）
河
東
隠
男
伝
に
、
　
「
高
捲
臨
崩
以

属
武
帝
。
武
籍
甚
加
意
焉
。
即
納
柳
世
隆
女
為
妃
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
世
祖

武
帝
の
意
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
建
国
前
か
ら
辛
苦
を
と

も
に
し
た
、
帝
と
乳
量
と
の
親
し
さ
の
故
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
梁
王
室
関
係
に
つ
い
て
み
よ
う
。

○
梁
朝
関
係

○
苑
陽
張
氏
略
系
図

。
華
司
空
葎
鱗
」
　
山
父
料
　
鎮
西
－
綾
t
希

州
一
斗
1
最
恵
帯

－
穆
之
刺
則
一

薄（
梁
文
帝
従
姑
）

「
案
弘
策
欝
－
熱
⊥
論
書

－
弘
語
感
軍

　
　
　
　
　
　
十
　
　
　
十

　
　
梁
富
鉱
公
主
　
梁
海
塩
公
主

　
　
（
梁
武
帝
女
）
　
（
簡
文
帝
女
）

一
文
献
皇
后

　
　
十

藷
順
之
（
梁
武
帝
父
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
　
　
　
　
　
　
射
　
　
　
　
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
劉
氏
　
　
　
　
　
　
　
　
梁
定
陽
公
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
簡
文
帝
女
）

　
こ
の
家
は
、
西
晋
の
有
力
宮
僚
張
華
の
子
孫
で
あ
る
。
渡
江
後
は
顕
れ
る
こ

と
な
く
、
門
閥
社
会
の
平
凡
な
一
員
に
す
ぎ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
家
は
早
智
帝
の
家
と
親
し
い
間
柄
に
あ
っ
た
ら
し
く
、
穆
之
は
恐
ら

く
東
晋
末
か
宋
初
の
頃
に
、
武
帝
の
父
文
帝
の
亜
鈴
と
而
し
て
い
る
（
訳
書
7

太
祖
張
皇
后
伝
）
。
更
に
穆
之
の
子
文
献
皇
后
が
宋
元
嘉
中
に
、
文
業
即
ち
薫
順

之
と
婚
を
結
ん
で
い
る
（
同
上
）
。
こ
れ
ら
は
、
こ
の
両
者
が
ご
く
親
し
い
生

活
グ
ル
ー
。
フ
の
中
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
張
弘

策
伝
（
引
書
矧
）
に
み
え
る
、
次
の
如
・
き
記
事
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
即
ち
、
　
「
心
行
与
高
祖
年
構
輩
。
幼
見
親
押
恒
随
高
祖
遊
処
。
毎
入

室
。
常
覚
有
雲
煙
気
。
体
頼
粛
然
。
弘
策
由
此
特
敬
高
祖
。
」
と
。
こ
の
よ
の

に
、
幼
少
の
頃
か
ら
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
張
野
馳
は
、
長
じ
て
は
梁
武
帝
の

九



長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
二
二
号
（
矢
野
）

股
肱
と
し
て
建
国
佐
命
の
功
あ
り
（
品
書
生
憎
地
堺
伝
）
、
そ
の
一
門
は
優
遇
さ

れ
て
中
央
官
僚
と
な
り
、
綾
は
武
帝
の
従
兄
弟
の
間
柄
と
し
て
寵
を
蒙
り
（
梁

書
5
4
張
讃
伝
）
、
張
氏
は
譜
面
に
お
け
る
、
最
も
権
勢
あ
る
家
の
一
つ
と
な
っ
た
。

　
け
れ
ど
も
な
お
そ
の
社
会
的
地
位
に
つ
い
て
は
、
一
流
門
閥
と
し
て
の
評
価

を
う
け
難
か
っ
た
こ
と
は
、
襟
脚
（
5
6
）
張
弘
策
伝
横
の
条
に
、
　
「
五
年
武
帝

詔
日
。
横
外
氏
英
華
。
朝
中
領
袖
。
司
空
々
後
。
名
冠
苑
陽
。
可
尚
書
僕
射
。

横
本
寒
門
。
以
外
戚
顕
重
。
高
自
擬
倫
。
而
詔
有
司
空
苑
陽
之
言
。
数
回
為

狭
。
以
朱
昇
草
詔
。
与
昇
不
平
。
」
と
み
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
に
、
一
応
繊
の

時
に
は
甲
門
と
し
て
遇
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
草
一
門
朱
昇
の
見
る
と
こ

ろ
で
は
、
な
お
天
下
の
張
氏
で
は
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
ろ
う
。
而
も
そ
の
朱
昇

も
、
君
側
の
権
臣
で
あ
り
、
且
は
呉
郡
の
名
族
朱
氏
に
属
し
て
い
た
か
も
知
れ

ぬ
が
、
当
時
は
寒
長
客
に
属
し
て
い
た
に
過
ぎ
ぬ
者
で
あ
っ
た
（
越
智
重
明
氏

「
梁
の
天
監
改
革
と
忌
門
層
」
　
（
史
学
研
究
9
7
号
）
）
。

　
以
上
、
斉
、
梁
時
代
の
檀
氏
、
柳
氏
、
張
氏
に
つ
い
て
み
る
に
、
共
に
直
門

で
あ
り
且
つ
建
国
幕
命
の
功
臣
の
家
で
あ
り
、
王
朝
の
成
長
と
共
に
成
長
し
、

王
朝
成
立
と
共
に
中
央
官
僚
家
に
の
し
上
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
と
宋
代
に
み

た
前
述
四
氏
と
変
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
家
と
王
室
と
の
婚

姻
は
、
政
権
樹
立
以
前
か
ら
の
王
室
と
の
親
密
の
故
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。　

と
こ
ろ
が
陳
代
に
な
る
と
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
如
く
で
あ
る
。

○
陳
朝
関
係

一
、
巴
西
茨
氏
略
系
図

・
弘
遠
顯
毒
鱗
志
士
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
陽
公
主
（
陳
世
祖
女
）

　
こ
の
家
は
西
思
量
豪
（
県
史
6
6
戻
頂
伝
）
と
い
わ
れ
て
い
る
如
く
、
巴
西
の
豪

十

号
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
唄
は
野
末
の
争
乱
に
、
王
僧
弁
輩
下
の
武
将
と
し

て
梁
元
帝
に
仕
え
、
陳
高
祖
が
王
僧
弁
を
諌
す
る
に
及
ん
で
一
時
高
祖
と
対
立

し
た
が
、
つ
い
に
降
り
、
世
祖
即
位
に
及
ん
で
大
尉
に
進
ん
だ
。
彼
は
陳
の
良

将
（
陳
書
8
侯
安
都
伝
）
で
あ
り
、
高
祖
末
か
ら
世
祖
に
か
け
て
の
軍
事
面
の
中

心
人
物
で
あ
っ
た
（
同
上
）
。
そ
の
黙
念
蔵
と
世
祖
の
女
と
の
婚
は
、
　
そ
の
よ

う
な
者
両
の
結
び
き
つ
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

二
、
東
陽
留
氏
略
系
図

・
異
釣
針
一
忠
臣1

貞
臣

　
二

更
、
安
豊
公
主

（
世
祖
女
）

　
こ
の
家
は
、
　
「
肚
為
郡
短
身
」
　
（
陳
書
5
5
留
異
伝
）
と
あ
る
が
、
そ
の
祖
先
に

つ
い
て
は
何
等
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
東
陽
の
豪
族
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
そ
の
陳
室
と
の
婚
姻
に
つ
い
て
、
陳
書
（
3
5
）
の
史
照
雨
に
は
「
（
陳
）

宝
迎
撃
（
留
）
異
。
世
祖
或
敦
以
婚
姻
。
諸
処
其
類
族
。
豊
国
不
能
旦
夕
。
蓋

置
徳
懐
也
。
」
と
述
べ
て
、
留
異
を
な
つ
く
る
に
婚
姻
を
以
て
し
た
の
だ
と
い

う
。
一
種
の
政
略
結
婚
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
巴
瓦
揆
氏
の
場
合
も
、
或
は

そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

三
、
彰
城
到
氏
略
系
図

・
彦
之
懸
志
度
囎
轡
轟
撃
沈

－
坦
帥
野
概
灘

蕊
㌍
塞
灘
翫
鑛

　
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

太
山
細
心
（
玄
保
々
）
　
　
　
　
陳
信
義
長
公
主
（
世
祖
妹
）



　
彰
城
の
到
氏
は
彦
之
が
東
回
末
か
ら
宋
武
帝
に
随
っ
て
戦
功
あ
り
、
武
人
と

し
て
高
宮
に
至
っ
た
（
旧
史
2
5
到
彦
之
伝
）
。
そ
の
後
、
こ
の
一
門
は
中
央
官
僚

と
し
て
貴
族
的
教
養
を
身
に
つ
け
て
き
た
こ
と
、
例
え
ば
抗
に
つ
い
て
、
　
「
及

長
善
属
文
。
工
象
隷
。
美
風
神
容
止
辛
煮
。
」
（
南
史
2
5
到
彦
之
伝
洗
の
条
）
と
か
、

概
に
つ
い
て
、
　
「
臼
哲
美
暴
。
挙
動
風
雪
。
善
於
応
答
。
」
　
（
同
上
慨
の
条
）
と

か
い
わ
れ
て
い
る
如
く
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
尚
一
流
貴
族
か
ら
は
軽
ん
ぜ
ら

れ
て
い
た
こ
と
は
、
　
「
（
概
）
掌
磯
部
尚
書
。
時
何
敬
事
前
令
参
掌
選
事
。
有

不
凍
。
概
輯
相
論
。
三
三
謂
人
日
。
到
概
尚
有
余
臭
。
遂
低
回
貴
人
。
」
　
（
同

上
）
と
い
う
記
事
に
よ
っ
て
伺
わ
れ
る
。
恰
の
妻
は
一
一
保
の
女
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
婚
に
つ
い
て
、
「
父
坦
以
溌
回
外
家
。
乃
一
塁
羊
三
保
。
以
為
外

氏
。
」
（
同
上
治
の
条
）
と
あ
る
如
く
、
太
山
羊
玄
保
を
外
氏
と
し
て
求
め
た
こ

と
は
、
当
時
の
羊
氏
が
必
ず
し
も
一
流
門
閥
で
は
な
か
っ
た
だ
け
に
、
そ
の
く

ら
い
の
と
こ
ろ
が
三
三
の
社
会
的
地
位
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
よ
う
。
従
っ

て
、
仲
挙
の
子
郁
が
世
祖
の
妹
に
回
し
た
の
は
、
梁
の
時
代
、
伸
挙
が
世
祖
の

郷
里
長
城
の
令
で
あ
っ
た
時
の
こ
と
と
し
て
、
　
「
陳
文
帝
居
郷
里
。
嘗
詣
仲

挙
。
二
天
陰
雨
。
…
…
白
文
帝
至
。
仲
下
酒
之
。
至
嘱
団
結
。
」
（
南
史
2
5
到
彦

之
伝
三
二
の
条
）
と
伝
え
る
如
き
、
早
く
か
ら
の
両
名
の
結
び
つ
き
の
故
で
、

必
ず
し
も
到
氏
が
一
流
貴
族
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
が
故
、
と
い
う
如
き
で

は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
陳
王
室
の
外
戚
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
宋
、
斉
な
ど
の
王
室
に
多

く
み
ら
れ
た
三
門
外
戚
の
如
き
の
外
に
、
従
来
あ
ま
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
郷
里

の
豪
門
が
あ
っ
た
。
呉
自
沈
氏
、
遠
図
二
心
の
如
き
で
あ
る
。

四
、
呉
興
銭
三
略
系
図

。
銭
卜
方
－
放
　
　
　
・
銭
景
皆
無
i
叢
論

　
　
　
　
陳
、
武
帝
（
政
権
成
立
前
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陳
氏
（
武
帝
従
妹
）
　
（
政
権
成
立
前
）

南
朝
に
お
け
る
婚
姻
関
係
（
矢
野
）

・
銭
蔵
輻
i
恩

　
十永

世
公
三
欝
女
）

○
銭
粛

　
十

三
、
義
興
公
主

　
さ
て
、
陳
の
王
室
は
、
呉
署
長
城
下
若
里
人
と
い
わ
れ
て
い
る
（
陳
書
1
高
祖

紀
）
。
其
先
は
頴
川
陳
氏
と
い
う
が
、
勿
論
そ
の
ま
ま
は
信
じ
難
い
。
し
か

し
、
「
威
和
中
土
断
。
弓
隠
長
城
人
。
」
　
（
同
上
）
と
あ
る
か
ら
、
東
晋
の
初

め
か
ら
呉
興
長
城
に
住
み
つ
い
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
勿
論
陳
氏
が
郷
里
の

名
門
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
陳
書
（
1
6
）
藥
景
歴
伝
に
、
「
衡
陽
献
王
時
為
呉
興

郡
。
昌
年
尚
少
。
呉
興
王
之
郷
里
。
父
老
故
人
。
尊
卑
有
数
。
高
祖
恐
昌
年
少
、

接
対
乖
礼
。
乃
遣
景
歴
輔
之
。
」
と
み
え
て
い
る
如
く
、
高
祖
の
第
六
子
折
回

王
昌
が
高
祖
の
郷
里
の
長
宮
と
な
り
、
郷
里
の
父
老
故
人
に
対
し
て
礼
を
失
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
配
慮
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
な
お
こ
れ
が
梁
末
で
あ
っ

て
、
出
身
郡
の
人
心
収
擁
が
大
事
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
決
し

て
陳
氏
が
呉
興
の
名
門
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
思
わ
し
め
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
政
権
掌
握
前
の
婚
姻
相
手
に
よ
っ
て
も
推
測
で
き
る
。
武
帝

の
母
は
董
氏
、
新
帝
の
妻
は
銭
氏
及
旧
記
で
あ
っ
た
。
旧
記
に
つ
い
て
は
明
ら

か
で
な
い
が
、
銭
氏
に
つ
い
て
は
、
「
高
祖
先
嬰
同
郡
銭
三
方
女
」
。
（
陳
書
7

高
祖
章
皇
后
伝
）
と
み
え
て
い
る
。
こ
の
呉
回
読
氏
に
つ
い
て
は
、
他
に
も

高
祖
の
女
永
世
公
主
が
、
三
代
に
三
三
太
守
銭
蔵
に
嫁
し
て
お
り
（
陳
書
σ

蓑
敬
伝
）
、
高
祖
の
従
妹
が
、
高
祖
が
な
お
微
な
る
時
、
漢
寿
令
銭
卜
探
の
三
道

殿
に
嫁
し
て
い
る
（
陳
書
2
2
銭
道
三
訂
）
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
董
氏
、
銭
氏
、

陳
氏
は
同
郡
の
相
似
た
地
方
士
大
夫
の
家
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
と
い
う
の
は
、
銭
氏
に
つ
い
て
、
次
の
如
き
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
陳
書
（
3
4
）
繋
凝
伝
に
よ
れ
ば
、
　
「
高
祖
（
宗
）
常
謂
三
日
。
我

欲
用
義
興
主
骨
銭
一
一
黄
門
郎
。
卿
意
何
如
。
凝
正
色
対
日
。
三
郷
旧
戚
。
恩

由
聖
旨
。
則
無
所
復
問
。
若
格
以
倉
議
。
一
散
一
一
。
一
月
三
門
兼
美
。
惟
陛

二
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大
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科
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（
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野
）

下
裁
之
。
高
宗
黙
然
而
止
。
」
と
み
え
る
。
こ
こ
に
繋
凝
が
い
う
所
は
、
　
「
銭

氏
は
帝
と
同
郷
の
外
戚
、
単
費
に
よ
っ
て
命
ぜ
ら
れ
る
な
ら
ば
い
ざ
知
ら
ず
、

人
門
兼
美
を
患
う
べ
き
黄
散
の
地
に
銭
粛
を
用
う
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
も

の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
欝
欝
は
社
会
的
に
は
寒
門
と
し
か
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
銭
粛
と
義
興
公
主
と
の
婚
は
、
恐
ら
く
は
陳
政
権
樹
立
前
の
、
銭

財
と
陳
氏
と
の
親
戚
関
係
が
延
長
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
銭
氏

も
陳
氏
も
、
元
来
は
呉
興
の
寒
門
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
高
祖
の
後

の
妻
章
動
に
つ
い
て
は
、
　
「
酔
興
軍
馬
人
車
。
本
姓
鉦
。
父
景
明
為
章
氏
所
養
。

因
改
焉
。
景
明
梁
代
、
官
至
散
騎
侍
郎
。
」
　
（
陳
書
7
高
祖
章
皇
后
伝
）
と
み

え
、
更
に
、
　
「
后
帰
属
無
在
朝
者
。
唯
宮
様
鉦
沿
、
官
爵
中
黒
大
夫
。
」
　
（
同

上
）
と
い
う
か
ら
、
こ
の
家
も
亦
銭
氏
と
相
似
た
家
柄
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

’
つ
。

五
、
呉
興
零
墨
略
系
図

・
舅
犠

　
　
夕
山

一
巡

　
　
卿

　
　
通
直

i
下
臥
騎

　
　
常
侍

尚
書

一
君
厳

岩
理
難
一
極
倹

　
十

　
会
稽
長
公
主

　
（
聖
帝
女
）

　
（
政
権
獲
得
前
）

壷
・
同
割

岩
公
鱗

・
法
深
馨
～
欽
葎
一
観
麹

　
　
射

i
沈
皇
后

　
　
十

三
、
文
帝

（
政
権
獲
得
前
）

i
沈
皇
后

　
十

三
民
主

呉
轟
沈
氏
と
重
氏
と
の
婚
姻
を
み
る
に
、
陳
王
朝
成
立
前
に
、
世
祖
文
身
と

一
二

法
深
の
女
（
陳
書
7
沈
皇
后
）
、
沈
心
理
と
高
祖
侍
坐
の
女
（
伝
陳
書
2
5
連
単
理
工
）

と
の
説
及
び
長
沙
王
公
三
型
沈
潜
（
陳
書
2
8
長
沙
王
伝
）
が
あ
っ
た
。
陳
王
朝
成

立
後
は
、
後
主
と
沈
皇
后
（
陳
書
7
沈
皇
后
伝
）
と
の
婚
が
見
え
る
。

　
沈
氏
は
い
う
ま
で
も
な
く
呉
興
の
豪
門
で
あ
り
、
幾
多
の
門
流
に
分
れ
、
多

く
の
中
央
官
僚
を
出
し
た
一
族
で
は
あ
る
が
、
世
祖
沈
皇
后
は
ど
の
門
流
に
属

す
る
か
、
明
ら
か
に
し
難
い
。
皇
后
伝
（
陳
書
7
）
に
は
、
そ
の
兄
欽
に
つ
い

て
、
　
「
為
尚
書
国
選
射
。
尋
遷
左
平
射
。
欽
素
無
技
能
。
奉
已
而
巳
。
」
と
い

っ
て
い
る
か
ら
、
皇
后
の
兄
の
故
を
以
て
左
僕
射
の
要
任
に
至
っ
た
も
の
の
、

殆
ど
教
養
の
な
い
単
な
る
武
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
ら
し
い
。

　
一
方
沈
君
理
の
場
合
は
、
そ
の
伝
（
陳
書
2
5
）
に
よ
れ
ば
、
祖
三
菱
「
は
梁
の

左
民
尚
書
、
父
巡
素
は
東
陽
太
守
で
、
父
は
陳
高
祖
と
仲
の
よ
い
友
人
で
あ
っ

た
。
而
も
、
「
君
理
美
風
儀
。
博
渉
経
史
。
有
識
竪
」
（
同
上
）
と
あ
る
か

ら
、
一
応
門
閥
と
し
て
の
教
養
も
あ
り
、
そ
の
人
物
を
認
め
ら
れ
て
の
通
詞
で

は
あ
ろ
う
が
、
元
来
は
父
と
高
祖
が
同
郷
の
友
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
君
理
の
家
と
世
祖
沈
皇
后
の
家
と
の
関
係
は
明
ら
か
に
し
難
い
が
、
両

者
共
に
同
郷
的
誼
み
か
ら
の
、
王
室
と
の
通
婚
と
思
わ
れ
る
が
、
と
す
れ
ば
、

君
理
の
女
が
後
主
の
皇
后
と
な
っ
た
の
も
、
　
陳
朝
成
立
後
の
こ
と
と
は
い

え
、
こ
れ
ら
の
王
朝
樹
立
前
の
姻
戚
関
係
に
よ
る
も
の
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

勿
論
、
君
理
は
そ
の
人
物
の
故
に
重
用
さ
れ
、
遂
に
太
建
元
年
吏
部
尚
書
に
至

り
、
翌
年
女
が
皇
太
子
妃
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
（
同
上
）
、
陳
氏

勢
力
と
共
に
成
長
し
、
政
権
樹
立
と
共
に
中
央
官
僚
家
と
な
っ
た
家
と
王
室
と

の
通
婚
と
い
う
面
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
以
上
銭
氏
や
沈
氏
の
場
合
を
み
れ
ば
、
　
前
代
諸
王
朝
に
み
え
た
、
　
中
央
に

の
し
上
っ
て
来
た
権
勢
あ
る
勲
門
と
王
室
と
の
婚
、
と
い
う
だ
け
の
も
の
と
は

異
っ
て
、
同
郷
と
し
て
の
誼
み
に
も
と
づ
い
て
の
政
権
獲
得
前
の
婚
姻
関
係

が
、
政
権
獲
得
後
も
つ
づ
け
ら
れ
た
関
係
の
如
く
で
あ
り
、
そ
の
為
に
樋
門
と



王
室
と
の
婚
が
見
え
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

　
さ
て
、
以
上
の
調
査
に
よ
っ
て
各
王
朝
の
婚
姻
関
係
を
概
観
す
る
と
、
宋
、

斉
、
愚
筆
王
朝
に
お
い
て
は
、
従
来
の
一
流
門
閥
と
の
婚
姻
を
中
心
と
し
、
そ

れ
に
加
う
る
に
、
王
朝
と
共
に
成
長
し
て
中
央
官
僚
家
と
な
っ
た
勲
門
と
の
婚

が
多
か
っ
た
。
陳
朝
で
は
、
一
流
門
閥
と
の
通
婚
が
な
か
っ
た
わ
け
で
も
な

く
、
又
王
朝
と
共
に
成
長
し
た
中
央
官
僚
家
と
の
通
婚
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と

共
に
、
軍
事
力
あ
る
家
と
の
政
略
結
婚
、
同
郷
的
色
彩
の
強
い
婚
姻
が
行
わ
れ

て
い
る
。
即
ち
、
寒
門
、
民
会
と
の
通
徹
は
す
べ
て
の
王
朝
で
行
わ
れ
て
い
る

の
で
は
あ
る
が
、
た
だ
陳
朝
で
は
他
に
み
ら
れ
な
い
特
徴
が
あ
る
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

　
こ
う
考
え
て
く
る
と
、
南
朝
諸
王
朝
は
、
自
ら
の
一
族
と
そ
の
股
肱
の
臣
の

一
族
と
を
、
共
に
門
閥
社
会
の
中
に
と
け
込
ま
せ
、
積
極
的
に
門
閥
化
を
心
掛

け
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
王
朝
側
が
門
閥
の
社
会
的
、
政
治

的
努
力
を
認
め
ざ
る
を
得
ず
、
王
室
も
亦
門
閥
社
会
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
、

西
晋
以
降
の
伝
統
に
妥
協
的
で
あ
っ
た
と
い
え
な
い
こ
と
は
な
い
。
も
っ
と

も
、
陳
朝
に
お
い
て
は
そ
の
よ
う
な
伝
統
が
全
く
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い

に
し
て
も
、
形
式
的
な
家
柄
よ
り
も
、
現
実
的
な
勢
力
関
係
に
目
を
む
け
て
い

た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
反
面
か
ら
言
え
ば
、
以
上
の
王
朝
の
態
度
は
、
そ
れ
自
身
門
閥
化

し
つ
つ
あ
っ
た
と
は
い
え
、
な
お
勲
門
、
寒
門
と
の
通
婚
を
認
め
て
い
た
わ
け

で
、
実
際
に
は
そ
れ
だ
け
門
閥
社
会
に
対
し
て
否
定
的
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の

傾
向
が
、
南
方
に
長
く
土
着
し
、
北
方
勢
力
か
ら
も
追
い
つ
め
ら
れ
て
苦
し
い

政
治
状
態
に
あ
っ
た
陳
朝
で
は
、
何
等
実
力
の
な
い
門
閥
社
会
に
対
し
て
、
よ

り
一
層
否
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
、
と
も
い
え
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
各
王
朝
の
通
塗
態
度
は
、
嘗
て
私
が
論
じ
た
門
閥
社
会
の
動
揺

（
「
門
閥
社
会
の
成
立
と
崩
壊
」
第
四
章
（
拙
著
「
門
閥
社
会
史
」
所
収
）
）
と
相
応

ず
る
も
の
と
い
え
よ
う
か
。

南
朝
に
お
け
る
婚
姻
関
係
（
矢
野
）

　
さ
て
い
ま
ま
で
は
、
南
朝
王
室
を
中
心
と
し
て
の
婚
姻
関
係
に
つ
い
て
み
て

き
た
が
、
次
に
、
晋
朝
門
閥
の
婚
姻
形
態
と
、
南
朝
門
閥
の
婚
姻
形
態
と
を
比

較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
間
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
み
ら
れ
、
そ
れ
は
社

会
の
変
化
と
ど
う
関
連
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

第
二
節
　
晋
朝
と
南
朝
の
婚
姻
形
態
の
相
違

　
先
づ
晋
代
の
門
閥
の
婚
姻
関
係
に
つ
い
て
み
る
に
、
私
は
嘗
て
「
斐
氏
研

究
」
（
長
崎
大
学
学
芸
学
部
社
会
科
学
論
叢
第
十
四
号
）
に
お
い
て
、
西
晋
時
代
の

斐
氏
の
婚
姻
関
係
を
論
じ
て
、
　
「
以
上
に
よ
っ
て
み
る
に
、
斐
氏
の
婚
姻
は
概

ね
王
室
を
中
心
と
し
て
、
狼
邪
王
氏
、
太
原
王
氏
、
賃
氏
、
楊
氏
、
三
遷
と
い
う

一
流
門
閥
及
至
は
勢
門
と
結
ば
れ
て
い
る
。
」
と
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
西
晋
時

代
の
代
表
的
門
閥
斐
氏
を
通
じ
て
み
た
結
論
に
す
ぎ
な
い
が
、
い
ま
こ
の
主
張

を
更
に
確
か
め
る
為
に
、
代
表
的
な
門
閥
と
し
て
の
娘
邪
王
氏
、
陳
郡
重
氏
、

陳
郡
三
一
を
例
と
し
て
、
西
堂
、
東
晋
時
代
の
婚
姻
関
係
を
調
べ
て
み
よ
う
。

○
狼
邪
王
氏
の
場
合
（
拙
撰
「
改
訂
魏
晋
百
官
世
系
表
」
）

　
　
　
司
馬
氏
と
の
婚

　
　
　
高
平
郁
氏

　
　
　
狼
邪
顔
氏

　
　
　
河
東
斐
氏

　
　
　
南
陽
楽
氏

　
　
　
太
原
郭
氏

　
　
　
汝
南
榎
氏

○
陳
郡
謝
氏
の
場
合
。

　
　
　
司
馬
氏
と
の
婚

　
　
　
陳
郡
嚢
氏

　
　
　
河
南
衛
士

　
　
　
南
陽
劉
氏

83221／
　
／

（
同
前
）2312

陳
郡
謝
氏
と
の
婚

謙
国
二
選

沸
国
劉
氏

彰
城
曹
氏

護
国
夏
侯
今

様
郡
嚢
氏

陳
郡
殿
氏

娘
邪
王
氏
と
の
婚

陳
郡
股
遅

番
川
里
氏

太
原
王
氏

一
三

533／1115111
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狼
邪
諸
葛
氏
　
　
　
／
　
　
　
　
太
山
羊
氏
　
　
　
　
　
／

　
　
　
太
原
郭
氏
　
　
　
　
1
　
　
　
　
南
陽
苑
氏
、
　
　
　
1

0
陳
郡
蓑
氏
の
場
合
（
同
前
）

　
　
　
陳
郡
謝
氏
と
の
婚
3
　

陳
郡
殿
氏
と
の
婚
　
1

　
　
　
穎
川
葡
氏
　
　
　
　
1
　
　
　
　
狼
邪
王
氏
　
　
　
　
　
／

　
以
上
に
よ
っ
て
、
先
づ
第
一
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
早
蒔
の
場
合
そ
の
数

が
少
い
と
は
い
え
、
婚
姻
の
範
囲
が
極
め
て
限
定
さ
れ
て
い
る
か
に
み
え
る
。

し
か
し
、
王
氏
、
謝
氏
の
場
合
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
婚
姻
範
囲
は
必
ず
し
も
狭

く
は
な
か
っ
れ
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
相
手
は

や
は
り
名
門
で
あ
る
か
権
門
で
あ
る
か
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
明
ら
か
で
、
そ

れ
ら
名
門
、
権
門
の
範
囲
が
一
つ
の
婚
姻
グ
ル
ー
。
フ
を
形
成
し
て
い
た
と
考
え

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
は
、
王
室
司
馬
氏
と
の
婚
姻
が
必
ず
し
も
め
だ
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
王
室
も
他
の
名
門
と
同
列
に
あ
っ
た
、
と
い
え
な
い
こ
と
は
な
い
。
し

か
し
、
や
は
り
司
馬
氏
は
娘
邪
王
氏
と
共
に
、
こ
れ
ら
グ
ル
ー
プ
の
中
の
一
つ

の
申
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
王
室
も
晋
朝
門
閥

社
会
に
属
す
る
一
門
閥
で
あ
り
、
こ
の
婚
姻
グ
ル
ー
。
フ
の
中
心
的
一
員
と
し
て

考
え
ら
れ
て
い
た
に
す
ぎ
ぬ
、
と
も
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。

　
第
三
に
は
、
こ
れ
ら
三
氏
は
何
れ
も
北
方
出
身
、
所
謂
北
人
で
あ
る
が
、
そ

の
婚
姻
相
手
は
す
べ
て
北
方
出
身
に
属
す
る
も
の
で
、
江
南
出
身
、
所
謂
南
人

に
属
す
る
も
の
は
全
く
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　
で
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
南
朝
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
家
の
婚
姻
に
つ
い
て
考

え
て
み
よ
う
。

○
狼
邪
王
氏
の
場
合
（
前
掲
「
未
定
稿
南
朝
百
官
世
系
表
」
　
（
未
発
表
）
）
、

　
　
　
劉
氏
（
宋
室
）
と
の
婚
　
1
5
　
　
瀟
氏
（
心
室
）
と
の
婚
　
／
2

　
　
　
重
氏
（
当
室
）
　
　
　
5
　
陳
氏
（
陳
室
）
　
　
　
2

　
　
　
陳
郡
細
思
　
　
　
　
3
　
陳
郡
謝
氏
　
　
　
　
3

　
　
　
彰
城
劉
氏

　
　
　
陳
守
殿
氏

　
　
　
魯
国
孔
氏

　
　
　
蘭
陵
粛
氏

　
　
　
（
？
）
章
氏

○
陳
重
厚
氏
の
場
合
（
同
上
）

　
　
　
劉
氏
（
宋
室
）
と
の
婚

　
　
　
薫
氏
（
梁
室
）

　
　
　
陳
郡
股
氏

　
　
　
穎
川
葡
氏

　
　
　
（
？
）
曹
氏

　
　
　
南
陽
張
氏

2／／／／621／11

鷹
江
何
氏

礁
国
桓
氏

太
山
羊
氏

呉
興
言
氏

蒲
氏
（
斉
室
）

心
皮
王
氏

河
南
楮
愈

々
留
玩
氏

心
心
王
氏

一
四

32／／

と
の
婚
　
／3／11

○
陳
郡
裳
氏
の
場
合
（
同
前
）

　
　
　
劉
氏
（
宋
室
）
と
の
婚
　
／
　
　
藷
氏
（
斉
室
）
と
の
婚
　
／

　
　
　
薫
氏
（
手
跡
）
　
　
　
　
2
　
　
狼
邪
王
氏
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
済
々
藥
氏
　
　
　
　
　
3

　
こ
れ
ら
諸
氏
の
婚
姻
に
は
多
く
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
第
一
に
は
、
王
室
と

の
婚
姻
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
、
第
二
に
は
全
く
の
気
門
と
の
婚
が
見
え
る
こ

と
、
第
三
に
は
、
こ
れ
ら
の
諸
氏
は
東
晋
時
代
の
所
謂
北
人
の
子
孫
で
あ
る

が
、
同
じ
く
所
謂
南
江
の
子
孫
と
の
婚
が
見
え
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
先
づ
第
一
の
点
に
つ
い
て
晋
代
と
比
べ
て
み
る
に
、
晋
代
で
は
王
室
司
馬
氏

と
の
婚
は
、
他
の
名
門
と
の
婚
よ
り
多
少
目
立
つ
と
は
い
え
、
そ
れ
ほ
ど
他
か

ら
際
立
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
然
る
に
宋
朝
以
降
で
は
、
王
室
と
の
婚
が
急
激

に
ふ
え
て
い
る
。
そ
れ
は
三
指
の
場
合
に
共
通
の
現
象
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
体

何
を
意
味
す
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

　
先
づ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
「
諸
尚
公
主
者
。
並
用
世
胃
。
不
宮
任
有
才
能
。

」
（
宋
書
5
2
、
楮
叔
度
伝
、
湛
之
の
条
）
と
み
え
、
或
は
欝
林
王
何
妃
に
つ
い
て
、



「
歩
軍
将
軍
何
敢
万
古
。
初
将
納
為
南
郡
王
妃
。
文
恵
太
子
嫌
戦
無
男
盛
孤
。

不
遠
端
昏
。
王
倹
以
、
南
郡
王
妃
猫
型
将
来
外
戚
。
唯
総
高
胃
。
不
須
立
論
。

今
何
氏
蔭
華
族
弱
。
宴
允
外
戚
之
義
。
永
明
三
年
乃
成
昏
。
」
（
南
史
1
0
欝
林
王

陰
嚢
伝
）
と
み
え
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
伺
わ
れ
る
如
く
、
公
主
に
馴
す
る
も
の

は
才
能
は
ど
う
と
も
あ
れ
、
家
格
の
高
い
門
閥
で
あ
る
べ
き
で
あ
っ
た
し
、
王

室
の
外
戚
は
有
力
門
閥
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
い

う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
婚
姻
は
王
室
側
か
ら
の
働
き
か
け
に
よ
っ
た
こ
と
を
推

察
せ
し
め
る
。
即
ち
、
司
馬
氏
と
は
異
っ
て
、
門
閥
社
会
の
外
に
あ
っ
た
王

室
が
、
よ
り
早
く
自
ら
の
社
会
的
地
位
を
高
め
る
為
の
手
段
と
し
て
、
名
門
と

の
通
町
が
必
要
に
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
反
面
、
門
閥
側
か
ら
婚
を
求
め
た
こ
と
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
例
え
ば
、
南
史
（
4
4
）
南
康
王
子
琳
伝
に
よ
れ
ば
、
　
「
子
垂
下
母
歯
群
。

心
見
愛
。
太
占
草
葺
因
請
昏
。
　
（
斉
）
聖
帝
悦
而
許
之
。
」
と
み
え
て
い
る
。

王
倹
の
如
き
最
も
有
力
な
門
閥
に
属
し
、
且
は
最
高
の
官
に
あ
っ
た
人
に
し
て

な
お
か
つ
、
帝
の
最
も
寵
愛
す
る
王
子
と
の
昏
を
望
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
や
は

り
、
王
室
と
の
婚
姻
が
政
治
的
意
味
を
含
ん
で
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
宋
書
（
7
／
）
王
僧
緯
伝
に
、
　
「
富
鉱
印
影
中
書
侍
郎
薬

興
宗
日
。
弟
順
位
心
胆
新
建
斉
。
超
至
今
日
。
蓋
由
姻
戚
写
譜
也
。
」
と
あ
る

如
く
、
昇
進
が
王
室
と
の
婚
姻
－
僧
紳
の
妻
は
宋
室
の
公
主
一
に
左
右
さ
れ
る

こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
勿
論
。
図
書
（
7
）
太
宗
王
皇
后
伝
に
、
狼
邪
王
蕎
の
言
葉
と
し
て
、
　
「
謂

諸
子
日
。
吾
家
門
戸
。
所
謂
素
族
。
自
国
随
平
進
。
華
中
萄
求
也
。
」
と
い
う

自
負
に
み
ら
れ
る
如
《
、
一
流
名
門
と
も
な
れ
ば
、
求
め
ず
し
て
高
官
に
至
る

こ
と
も
可
能
だ
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
故
に
こ
そ
、
南
史
（
2
4
）
王
裕
之
伝

峻
の
条
に
、
　
「
耳
珠
為
国
子
生
。
寺
巡
興
王
女
繁
昌
主
。
珠
不
慧
。
無
学
生
所

喘
。
遂
離
婚
。
峻
謝
王
。
半
日
。
此
自
上
意
。
難
燃
不
願
誓
此
。
暦
日
。
下
官

曾
祖
是
謝
満
洲
外
孫
。
亦
不
動
殿
下
姻
購
為
門
戸
耳
。
」
と
い
う
如
く
。
王
室
に

南
朝
に
お
け
る
婚
姻
関
係
（
矢
野
）

反
請
す
る
態
度
も
で
て
く
る
わ
け
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
宋
朝
以
降
は
、
天
子

の
大
権
は
基
太
的
に
は
門
閥
の
官
達
を
制
約
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
越
智
氏
の

見
解
が
あ
り
（
越
智
氏
「
南
朝
に
お
け
る
皇
帝
の
軟
論
貴
族
支
配
に
つ
い
て
」
　
（
社
会

経
済
史
学
2
1
i
5
、
6
合
併
号
）
）
、
私
も
亦
吏
部
権
限
の
変
遷
に
関
連
し
て
考
察

し
π
こ
と
が
あ
る
（
「
国
里
南
朝
に
お
け
る
吏
部
権
変
の
変
遷
の
一
考
察
。
」
　
（
門
閥

社
会
史
所
収
）
）
。
従
っ
て
、
以
上
の
よ
う
な
態
度
が
、
誰
に
で
も
、
何
時
で
も

通
用
す
る
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

　
以
上
の
如
く
考
え
て
み
れ
ば
、
王
室
か
ら
す
る
積
極
的
態
度
と
共
に
、
反
面

門
閥
か
ら
王
室
へ
の
接
近
も
あ
っ
て
、
晋
代
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
結
婚
現
象

が
生
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
王
室
と
名
門
と
の
婚

姻
が
、
宋
か
ら
斉
、
梁
、
陳
と
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
減
少
し
、
特
に
陳
代
に

は
謝
氏
、
震
氏
の
み
な
ら
ず
、
江
氏
、
殿
氏
、
徐
氏
の
如
き
も
、
全
く
王
室
と

淫
し
て
い
な
い
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
王
室
と
一
流
門
閥
と

が
、
時
代
が
降
る
と
共
に
次
第
に
疏
遠
に
な
っ
て
ゆ
く
傾
向
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
為
に
は
、
他
の
二
点
に
つ
い
て
考
え
る

必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

　
第
二
の
点
、
即
ち
、
名
門
の
婚
姻
相
手
に
、
全
く
の
遍
歴
が
み
ら
れ
る
る
と

い
う
点
に
つ
い
て
み
る
に
、
黒
氏
の
相
手
に
晋
陵
王
氏
と
南
陽
張
氏
が
見
え

る
。　

謝
眺
の
妻
は
晋
陵
王
敬
則
の
女
で
あ
る
（
南
斉
書
4
7
謝
眺
伝
）
。
南
斉
書
（
2
6

）
王
敬
則
伝
に
よ
れ
ば
、
そ
の
祖
先
に
つ
い
て
は
何
等
記
載
な
く
、
敬
則
の
母

は
女
巫
で
あ
っ
た
。
宋
末
か
ら
武
人
と
し
て
活
動
し
、
斉
の
太
祖
に
帰
し
て
そ

の
股
肱
と
な
り
、
衰
漿
の
乱
に
功
あ
り
、
中
領
軍
、
中
寺
将
軍
を
歴
任
し
、
建

元
十
一
年
司
空
と
な
り
、
明
帝
の
世
大
司
馬
に
進
ん
で
い
る
。
彼
の
伝
に
、

「
敬
則
日
。
臣
若
知
書
。
不
過
量
尚
書
飛
躍
史
耳
。
那
得
今
日
。
敬
則
錐
不
大

早
書
。
黒
蝿
甚
警
難
。
臨
州
郡
。
塁
上
事
甘
辞
。
下
教
判
決
。
皆
不
失
理
。
」

と
あ
る
如
く
、
根
っ
か
ら
の
武
人
で
は
あ
っ
た
が
、
仲
好
の
き
れ
者
で
あ
っ
た

一
五



長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
二
二
号
（
矢
野
）

ら
し
い
。
兎
に
角
、
こ
の
王
氏
が
全
く
の
寒
門
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。
そ
の
女
が
ど
の
よ
う
な
理
由
で
謝
眺
と
翻
し
た
か
は
明
ら
か
で
な
い

が
、
跳
の
母
は
宋
文
帝
の
女
、
長
城
公
主
で
あ
り
、
眺
の
子
誤
の
妻
は
梁
武
帝

の
女
、
永
世
公
主
で
あ
る
こ
と
を
み
れ
ば
、
彼
が
全
く
の
寒
地
の
王
敬
則
の
女

と
齢
し
た
の
は
、
一
見
奇
異
の
感
な
き
を
得
な
い
。
し
か
し
、
南
史
（
／
9
）
謝
胱

伝
に
よ
れ
ば
、
「
眺
及
画
素
与
梁
武
野
曝
文
章
相
得
。
築
三
大
女
永
興
公
主
出

癖
子
釣
。
第
二
女
永
世
公
主
適
眺
子
誤
。
並
暫
随
母
向
州
。
及
武
帝
即
位
。
二

主
始
随
内
密
。
武
帝
海
里
謹
。
又
以
足
労
欲
更
適
張
弘
男
子
。
暗
号
。
又
以
与

王
志
印
影
。
」
と
あ
る
如
く
、
梁
の
武
帝
は
こ
の
家
を
門
単
と
し
て
と
り
扱

い
、
苑
陽
の
張
弘
策
及
び
解
職
王
志
の
家
よ
り
も
｝
段
と
下
に
み
て
い
る
の

は
、
謝
氏
に
属
す
る
と
は
い
え
、
他
の
門
流
ほ
ど
、
こ
の
一
家
が
栄
え
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
尊
敬
則
が
当
時
の
権
門
で
あ

っ
た
こ
と
を
み
れ
ば
、
或
は
こ
の
婚
姻
は
そ
れ
ほ
ど
不
自
然
で
は
な
か
っ
た
か

も
知
れ
ぬ
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
為
に
、
次
の
南
陽
張
氏
の
例
を
み
よ
う
。

　
謝
才
卿
の
妻
は
南
陽
張
敬
承
の
女
で
あ
っ
た
（
南
史
／
9
謝
霊
運
伝
超
宗
の
条
）
。

中
中
児
は
初
め
武
将
と
し
て
宋
朝
に
仕
え
、
早
く
か
ら
斉
の
太
祖
と
親
し
み
、

斉
初
に
は
散
騎
常
侍
、
車
冬
将
軍
に
至
っ
た
（
南
斉
書
2
5
張
敬
児
伝
）
。
彼
は
一

生
を
武
将
と
し
て
過
し
た
人
物
で
、
　
「
敬
児
武
将
。
不
習
朝
儀
。
」
　
（
同
上
）

と
か
、
　
「
敬
児
始
不
識
書
。
晩
既
為
方
伯
。
乃
習
学
。
　
（
同
上
）
」
な
ど
と
み

え
る
如
く
で
あ
っ
た
。

　
一
方
塗
筆
卿
は
超
宗
の
子
で
あ
る
。
超
宗
の
祖
は
霊
運
で
、
宋
文
帝
に
よ
っ

て
霊
運
が
諌
せ
ら
れ
て
よ
り
、
謝
々
に
属
す
る
と
は
い
え
、
こ
の
一
家
は
不
遇

の
中
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
超
宗
は
、
才
能
が
あ
っ
た
割
に
は
用
い

ら
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
為
か
、
世
に
す
ね
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

（
南
岳
1
9
謝
霊
運
伝
超
宗
の
条
）
。
張
氏
と
の
婚
姻
の
前
後
の
記
事
に
、
　
「
世
祖

即
位
。
使
（
超
宗
）
掌
国
史
。
除
寛
陵
王
諮
議
参
軍
。
領
記
室
。
愈
不
得
志
。

昌
運
丁
張
敬
児
女
為
子
婦
。
土
塁
疑
之
。
永
明
元
年
敬
児
諌
。
超
宗
聖
霊
陽
ヂ

一
六

型
安
民
日
。
往
年
三
韓
信
。
今
年
殺
彰
越
。
サ
欲
何
計
。
安
民
具
啓
之
。
」

（
南
延
期
5
6
謝
超
宗
伝
）
と
み
え
て
い
る
。
不
遇
の
状
態
に
あ
っ
た
超
宗
が
、
武

人
と
し
て
当
時
世
祖
の
疑
う
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
張
敬
児
と
婚
を
結
ん
だ
の

で
あ
る
か
ら
、
世
祖
が
そ
の
閥
に
何
か
反
逆
の
計
が
な
い
か
と
疑
っ
た
の
は
当

然
か
も
知
れ
ぬ
。
永
明
元
年
、
垣
崇
祖
に
つ
づ
い
て
裏
層
児
が
株
さ
れ
、
超
宗

は
、
姫
鱒
則
と
共
に
敬
児
を
陥
れ
た
李
安
民
に
、
そ
の
怨
を
ぶ
ち
ま
け
た
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
洪
図
に
属
す
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
の
権

勢
あ
る
門
閥
か
ら
は
寒
熱
と
軽
ん
ぜ
ら
れ
た
如
き
（
南
冥
1
9
謝
超
紀
伝
）
、
そ
の

不
遇
の
故
に
、
寧
ろ
寒
門
で
あ
っ
て
も
、
実
力
を
も
つ
張
氏
と
片
す
る
に
如
か

ず
と
考
え
て
の
通
史
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
謝
眺
の
場
合
も
そ
れ
に
似
た
も

の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
例
は
、
単
に
身
魂
の
み
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
例
え
ば
前
引

瑛
邪
王
氏
と
童
謡
と
の
婚
も
そ
れ
に
近
い
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
は
瑛

邪
王
土
と
黒
氏
と
の
婚
で
あ
る
が
（
南
史
2
4
節
士
之
）
、
何
れ
の
量
氏
か
明
ら
か

で
な
い
。
仮
り
に
こ
れ
が
梁
代
の
雲
門
た
る
京
直
壁
叡
の
一
門
に
属
し
た
と
し

て
も
、
更
に
親
玉
が
冬
営
帝
の
股
肱
の
臣
で
あ
り
、
叡
の
子
放
は
完
全
に
中
央

官
僚
と
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
一
般
的
に
い
っ
て
瑛
邪
王
氏
に
比
す
れ
ば
、

一
段
お
ち
る
家
柄
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
一
方
王
清
も
准
之
の

曾
孫
で
あ
る
が
、
こ
の
一
家
も
祖
父
情
調
以
降
顕
れ
る
こ
と
な
く
、
父
進
之
も

梁
武
帝
の
挙
兵
に
応
ぜ
ず
、
狼
邪
王
氏
の
中
で
は
最
も
不
遇
の
門
流
で
あ
っ

た
。
恐
ら
く
は
こ
の
こ
と
が
、
当
時
の
権
門
た
る
章
氏
（
王
清
の
妻
を
京
兆
章

氏
と
考
え
て
）
と
の
婚
を
可
能
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
宛
も
送
還
の
場

合
と
変
り
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
外
に
こ
れ
ら
に
類
し
た
例
を
、
上
述
諸
氏
以
外
か
ら
、
一
つ
だ
け
示

し
て
お
け
ば
、
書
影
真
の
子
と
葡
昭
光
の
女
と
の
婚
が
そ
う
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
い
ま
、
南
史
（
3
6
）
江
夷
講
敦
の
条
に
よ
る
に
、
　
「
先
是
、
中
書
舎
人
紀

僧
真
幸
於
（
斉
）
武
帝
。
梢
歴
軍
勢
。
土
壁
有
士
風
。
謂
帝
日
。
臣
小
人
出
自



本
県
手
直
。
遂
逢
黒
黒
。
階
栄
至
此
。
為
事
昏
得
葡
昭
光
女
。
即
時
無
復
所
須
。

唯
心
陛
下
乞
作
士
大
夫
。
帝
日
。
由
江
骸
、
雪
吊
。
我
不
得
措
熱
意
。
可
自

詣
之
。
僧
真
承
二
面
敦
。
登
搦
下
定
。
戦
便
命
左
右
日
。
移
吾
淋
正
客
。
僧
真

喪
気
而
退
。
告
武
帝
。
日
。
士
大
夫
故
非
天
子
所
命
。
」
と
み
え
る
が
、
こ
れ

に
よ
れ
ば
紀
僧
真
は
南
斉
武
帝
に
仕
え
、
士
風
あ
る
立
派
な
人
物
で
あ
っ
た

が
、
遂
に
士
大
夫
と
し
て
認
め
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
彼
は
そ
の
人

物
の
故
に
武
帝
の
最
も
寵
愛
す
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
南
斉
書
（
5
6
）
紀

僧
真
伝
に
、
　
「
僧
真
容
貌
骨
接
、
雅
有
士
風
。
世
祖
嘗
目
送
之
。
黒
日
。
人
何

計
門
戸
。
紀
僧
真
常
貴
人
所
不
及
。
諸
塚
越
中
。
最
被
紛
然
。
」
と
み
え
る
如

く
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
紀
僧
真
が
、
聖
時
に
あ
っ
て
官
階
も
す
す
み
、

児
の
為
に
葡
昭
光
の
女
を
得
た
り
と
満
足
の
意
を
表
し
て
い
る
以
上
、
荷
昭
光

は
魏
晋
以
来
の
名
門
頴
川
の
萄
氏
に
属
す
る
者
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
す
る

と
、
こ
れ
も
亦
名
族
の
あ
る
分
派
に
属
す
る
家
と
単
家
権
勢
者
と
の
婚
姻
と
い

え
る
よ
う
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
葡
昭
光
は
、
葡
氏
の
中
の
ど
の
よ
う
な
門
流
に
属
す
・
る
の
か

明
ら
か
で
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
正
史
そ
の
他
の
史
書
に
そ
の
名
を
見
出
せ

な
い
ほ
ど
落
葉
し
た
葡
氏
の
一
分
派
と
、
寒
人
と
は
い
え
時
の
権
要
と
し
て
隠

然
た
る
勢
力
を
も
っ
て
い
た
紀
氏
と
の
婚
姻
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　
以
上
の
諸
例
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
如
く
、
王
、
謝
或
は
そ
の
他
の
名
門
に
属

す
る
者
と
錐
も
、
そ
れ
ら
一
門
の
中
で
不
遇
の
地
に
あ
っ
た
傍
系
門
流
は
、
た

と
え
相
手
が
寒
国
、
寒
心
で
あ
ろ
う
と
、
時
の
権
勢
家
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
と

婚
姻
を
通
ず
る
こ
と
は
、
決
し
て
珍
ら
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ

》
つ
。

　
次
に
、
第
三
の
点
、
即
ち
南
方
出
身
者
と
、
北
方
出
身
門
閥
と
の
婚
が
み
ら

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
み
よ
う
。
従
来
の
学
者
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
江
北
出
身
の

［
流
門
閥
は
、
江
南
出
身
の
名
門
と
錐
も
、
通
則
の
相
手
と
は
し
な
か
っ
た
、

そ
れ
は
結
局
は
江
北
出
身
貴
族
が
、
自
ら
の
政
治
的
優
越
を
保
つ
為
に
と
つ

南
朝
に
お
け
る
婚
姻
関
係
（
矢
野
）

た
、
自
衛
手
段
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
説
明
の
可
否
は
一
応
別
と

し
て
、
南
方
門
閥
と
北
方
出
身
門
閥
と
の
婚
は
、
な
る
ほ
ど
晋
代
に
は
み
ら
れ

な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
南
朝
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
に
、

私
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
と
思
っ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
既
に
あ
げ
た
晋
陵
の
王
敬
則
と
謝
眺
と
の
婚
姻
も
そ
の
例
で
、
こ

の
場
合
は
、
北
方
出
身
の
名
門
の
中
の
、
あ
ま
り
栄
え
て
い
な
い
門
流
と
、
南

方
出
身
の
野
人
権
門
と
の
婚
姻
で
あ
っ
た
。
更
に
、
前
掲
表
に
み
る
、
狼
邪
王

氏
と
呉
興
沈
氏
と
の
婚
姻
が
あ
っ
た
。
沈
慶
之
の
子
黒
塗
の
妻
は
、
王
錫
の
女

で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
南
斉
書
4
4
沈
文
此
伝
）
。
王
錫
は
器
具
の
子
で
、

「
少
以
宰
相
野
党
員
外
散
騎
。
歴
清
職
。
」
　
（
早
書
4
2
王
弘
長
）
と
い
わ
れ
る
如

く
、
名
門
に
し
て
且
つ
宋
朝
建
国
の
功
臣
の
子
で
あ
っ
た
。
そ
の
女
が
沈
慶
之
の

子
方
季
と
婚
し
た
の
は
、
必
ず
し
も
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
い
ま
沈
慶
之
の
家
に
つ
い
て
み
る
に
、
彼
は
即
興
沈
氏
に
属
す
る
が
、
こ
れ

は
い
う
ま
で
も
な
く
江
南
豪
族
で
あ
り
、
宋
朝
以
降
に
は
そ
の
一
族
か
ら
多
く

の
中
天
官
僚
を
出
し
て
い
る
（
宋
書
0
0
自
序
伝
）
。
慶
之
は
宋
初
か
ら
武
人
と
し

て
活
動
、
文
帝
、
孝
武
帝
等
に
歴
仕
し
て
軍
功
が
あ
っ
た
が
、
　
「
世
祖
曼
駕
。

慶
之
与
柳
元
野
並
受
顧
命
遺
詔
。
若
有
大
軍
旅
及
征
討
。
悉
思
至
慶
之
。
」

（
蛮
書
7
7
沈
慶
之
伝
）
と
み
え
る
如
く
、
当
時
の
宋
朝
の
支
柱
と
目
さ
～
れ
て
い
た

が
、
前
廃
帝
に
よ
っ
て
薬
を
賜
っ
て
死
す
る
に
至
っ
た
。
錫
と
慶
之
と
は
同
時

代
の
人
物
で
あ
る
か
ら
（
早
書
4
2
王
弘
伝
、
宋
書
7
7
沈
慶
之
伝
）
、
こ
の
婚
姻
は
こ

の
両
者
の
合
意
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
　
江
北
系
名
門
と
江

南
系
権
門
と
の
婚
姻
で
あ
っ
た
と
考
え
て
さ
し
つ
か
え
な
か
ろ
う
。
　
こ
の
婚

姻
に
つ
い
て
、
文
季
も
王
錫
の
女
も
共
に
酒
豪
で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
（
南
尊
書

44

ｾ
文
季
伝
）
、
こ
の
婚
姻
は
尋
常
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る

が
、
そ
れ
は
南
隷
書
上
文
季
伝
の
記
事
を
一
方
的
に
読
ん
だ
結
果
で
あ
ろ
う
。

即
ち
、
誓
文
季
世
に
は
、
「
出
為
呉
興
太
守
。
文
季
飲
酒
至
五
斗
。
妻
王
氏
、

王
二
女
。
飲
酒
亦
至
三
斗
。
文
季
与
対
飲
寛
日
。
而
視
事
不
廃
。
」
と
み
え
て

一
七
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い
る
。
卒
然
と
し
て
よ
め
ば
、
成
る
ほ
ど
両
者
共
に
酒
豪
で
あ
っ
て
、
一
般
の

婚
姻
で
は
な
か
っ
た
か
の
如
く
に
見
え
る
が
、
よ
く
み
れ
ば
、
こ
の
記
事
は
、

文
季
が
飲
酒
五
斗
に
至
っ
て
も
、
呉
興
太
守
と
し
て
仕
事
を
怠
ら
な
か
っ
た
、

と
い
う
こ
と
に
重
点
が
お
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
夫
婦
共
に
酒
豪

で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
が
異
常
な
婚
姻
で
あ
っ
た
と

解
す
べ
き
証
拠
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
外
、
彰
城
劉
絵
の
女
と
呉
郡
張
燦
の
婚
姻
も
あ
る
（
南
史
5
9
劉
動
伝
）
。

彰
城
劉
絵
は
勧
の
子
で
あ
る
。
動
は
宋
書
（
8
6
）
の
そ
の
伝
に
よ
っ
て
明
ら
か

な
如
く
、
父
祖
は
共
に
郡
守
に
す
ぎ
ず
、
大
し
た
家
柄
で
も
な
か
っ
た
ら
し
い

が
、
自
ら
は
隠
文
帝
以
降
武
将
と
し
て
活
躍
し
、
明
楽
の
崩
に
及
ん
で
は
、

「
太
宗
蓮
華
顧
命
。
以
守
尚
書
右
僕
射
。
中
速
同
院
故
。
」
　
（
宋
書
8
6
劉
動
伝
）

と
い
う
如
く
、
顧
命
を
蒙
る
信
任
を
う
け
た
。
そ
の
後
、
こ
の
一
家
は
中
央
官

僚
家
と
し
て
完
全
に
一
流
貴
族
の
グ
ル
ー
。
フ
に
入
っ
た
こ
と
は
、
動
の
子
絵
が

著
作
佐
郎
に
痛
憤
し
、
浪
邪
の
王
道
燐
の
女
と
楽
し
、
更
に
、
　
「
永
明
末
、
京

邑
人
士
。
盛
為
文
章
談
義
。
皆
湊
寛
至
善
藩
邸
。
絵
詞
後
進
領
袖
。
」
　
（
南
韻

書
4
8
劉
絵
伝
）
と
わ
れ
る
如
く
、
絵
が
当
時
の
門
閥
社
交
界
に
】
地
歩
を
占
め
て

い
た
こ
と
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
王
道
瑛
は
王
弘
の
孫
、
僧
達
の

子
で
あ
り
、
母
は
臨
川
王
義
心
の
女
、
妻
は
陳
郡
謝
恵
宣
の
女
で
あ
り
、
娘
邪

王
氏
の
主
流
派
に
属
す
る
。
こ
の
よ
う
な
名
門
の
女
と
劉
絵
が
恋
し
た
の
は
、

絵
の
父
励
が
当
時
の
権
門
と
し
て
勢
力
が
あ
っ
た
こ
と
も
影
響
な
か
っ
た
と
は

い
え
な
い
に
し
て
も
、
絵
が
既
に
一
流
貴
族
に
期
し
て
い
た
こ
と
を
み
れ
ば
、

こ
の
劉
氏
の
家
格
が
、
既
に
社
会
的
に
高
い
評
価
を
う
け
つ
つ
あ
っ
た
が
故
と

考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
如
く
考
え
て
無
理
が
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の

劉
絵
の
女
と
、
呉
郡
出
身
の
張
繰
が
恥
し
た
の
は
、
南
・
北
名
門
の
婚
姻
と
考

え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
燦
は
梁
の
尚
書
左
溶
射
稜
の
子
で
、
江
南
の
名
門
に
属

す
る
こ
と
、
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
（
拙
稿
「
国
国
研
究
稿
」
　
（
長
崎
大
学
学
芸
学

部
社
会
科
学
論
叢
第
五
号
）
）
。

一
八

　
次
に
済
陽
江
氏
と
呉
郡
朱
昇
と
の
婚
も
あ
っ
た
（
梁
書
4
5
江
子
一
伝
）
。
こ
の

江
氏
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
今
人
系
名
門
で
あ
り
、
江
統
の
子
孫
で
あ
っ
た

（
同
上
）
。
し
か
し
、
そ
の
直
接
の
祖
先
が
明
ら
か
で
な
い
と
こ
ろ
が
ら
み
る

に
、
こ
れ
は
済
陽
江
氏
の
傍
系
で
あ
っ
て
、
政
治
的
に
は
不
遇
の
状
態
に
あ
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
朱
鼻
は
呉
郡
銭
卜
の
人
、
所
謂
目
張
顧
陛
と
い
わ
れ

た
呉
郡
の
名
門
朱
氏
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
こ
の
家
も
中
央
官
界
に

あ
ま
り
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
し
て
、
鼻
に
至
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
然
る
に
昇
は

梁
武
帝
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
側
近
と
し
て
権
勢
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
太
清
二
年

八
月
、
侯
景
が
挙
兵
の
理
由
と
し
て
、
側
近
の
紅
雨
鼻
を
討
つ
を
名
目
と
し
た

（
梁
書
5
8
朱
引
伝
）
こ
と
に
よ
っ
て
も
察
せ
ら
れ
る
。
事
実
、
　
「
智
見
賢
島
三
十

余
年
。
善
窺
人
主
意
。
曲
能
阿
談
。
以
承
上
音
。
故
特
被
寵
任
。
」
　
（
同
上
）

と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。
こ
の
婚
が
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
た
か
は
明
ら
か

で
な
い
に
し
て
も
、
北
方
出
身
名
族
の
不
遇
な
】
家
と
、
天
子
側
近
の
南
方
系

権
勢
者
と
の
通
婚
で
あ
っ
た
こ
と
間
違
い
な
い
。

第
三
節
　
通
婚
圏
の
拡
大
に
つ
い
て

　
以
上
南
朝
に
お
け
る
名
門
の
婚
姻
の
特
徴
に
つ
い
て
み
る
に
、
晋
代
の
名
門

間
の
通
覧
に
比
し
て
、
そ
の
範
囲
が
大
い
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
み
ら
れ

る
。
即
ち
、
名
門
に
属
す
る
家
々
と
寒
門
、
七
人
、
或
は
又
、
北
方
系
名
族
と

南
方
系
名
円
と
の
婚
姻
な
ど
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
拡
大

さ
れ
た
通
婚
に
つ
い
て
み
る
に
、
上
述
し
た
諸
例
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
従
来

の
、
門
戸
相
匹
敵
す
る
者
、
名
凹
と
名
門
、
北
方
系
名
族
の
間
、
と
か
い
う
如

き
婚
姻
条
件
が
必
ず
し
も
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
、
名
族
の
傍
系
と

寒
人
、
名
族
と
勲
門
・
権
門
、
北
方
系
名
門
と
南
方
系
名
族
、
権
門
等
の
間
の

婚
姻
が
行
わ
れ
始
め
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
傾
向
を
端
的
に
表
現

す
れ
ば
、
現
実
に
政
治
的
、
社
会
的
勢
力
を
も
っ
て
い
る
一
家
と
、
伝
統
的
、



社
会
的
地
位
を
も
っ
て
い
る
一
家
と
の
、
相
互
利
用
的
結
合
で
あ
っ
た
、
と
い

え
る
よ
う
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
一
方
で
は
政
権
を
握
る
王
室
と
の
通
婚
が

き
わ
立
っ
て
お
り
、
更
に
又
、
政
権
に
近
い
人
々
と
の
通
馬
が
特
徴
的
で
あ

る
、
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
で
は
、
こ
れ
ら
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
二

つ
の
面
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。
一
つ
は
、
門
流
の
独
立
化
の
傾
向
で
あ
り
、
他

は
、
南
朝
帝
権
の
強
化
で
あ
る
。

　
さ
て
、
私
が
嘗
て
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
門
閥
社
会
の
動
揺
に
つ
れ
て
の

門
流
独
立
化
の
傾
向
は
、
東
晋
末
以
来
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
「
門
閥
社
会
の
成
立

と
崩
壊
」
第
四
章
（
門
閥
社
会
史
、
所
収
Y
）
。
そ
の
場
合
、
己
の
門
流
の
勢
力
、
地

位
の
保
持
が
当
面
の
急
務
と
な
ろ
う
。
そ
の
対
策
の
一
つ
と
し
て
と
ら
れ
た
の

が
、
こ
の
通
婚
圏
の
拡
大
と
い
う
手
段
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば

上
述
謝
氏
の
場
合
、
何
れ
も
門
田
と
し
て
軽
視
さ
れ
た
傍
系
で
、
名
門
に
属
す
る

と
は
い
え
、
政
権
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
所
に
あ
っ
た
人
々
に
と
っ
て
は
、
自
力
で

自
家
勢
力
の
回
復
を
計
る
よ
り
外
に
道
は
な
か
っ
た
筈
で
あ
り
、
そ
の
場
合
、

最
も
確
実
に
し
て
早
い
方
法
は
、
政
治
的
実
力
者
と
結
ぶ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
名
門
と
通
還
す
る
か
と
い
う
「
名
」

よ
り
も
、
ど
の
よ
う
な
実
力
者
と
結
ぶ
か
と
い
う
「
実
」
の
方
が
と
ら
れ
た
、

と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
た
と
え
傍
系
で
は
な
く
、
現
在
勢
位
を
保
っ
て

い
る
名
門
主
流
で
あ
ろ
う
と
も
考
え
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
前
引
回

邪
王
氏
と
呉
興
沈
氏
、
彰
城
劉
氏
と
呉
郡
張
氏
の
婚
の
如
き
は
そ
う
で
あ
ろ

う
。
こ
の
考
え
方
を
も
っ
と
つ
め
て
ゆ
け
ば
、
最
高
の
政
治
的
実
力
者
、
即
ち

王
室
と
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
一
家
の
勢
位
を
保
っ
て
ゆ
こ
う
と
考
え
る
の
は
当

然
で
あ
る
。

　
こ
う
考
え
て
く
る
と
、
最
早
そ
こ
に
は
江
南
出
身
と
か
、
江
北
出
身
と
か
い

う
こ
と
は
問
わ
れ
な
く
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
問
わ
れ
る
の
は
、
誰
が
実
力

者
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
既
に
私
が
明
ら
か
に
し
た
如

南
朝
に
お
け
る
婚
姻
関
係
（
矢
野
）

く
、
東
晋
時
代
か
ら
北
方
出
身
者
の
南
人
化
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
、
換
言
す

れ
ば
、
北
方
出
身
者
も
亦
江
南
現
住
地
に
風
土
化
し
つ
つ
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

更
に
又
、
南
北
人
の
社
会
的
融
和
が
早
く
か
ら
み
ら
れ
（
拙
稿
「
東
晋
に
お
け
る

南
北
人
対
立
問
題
一
そ
の
社
会
的
考
察
1
」
　
（
史
学
雑
誌
7
7
－
1
0
）
、
同
「
東
菊
初
頭
政

権
の
性
格
の
一
考
察
」
　
（
長
崎
大
学
学
芸
学
部
社
会
科
学
論
叢
第
1
4
号
）
等
参
照
）
、
或

は
又
、
越
智
重
明
氏
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
、
南
朝
に
お
い
て
は
、
「
非
貴
族

間
の
婚
姻
は
南
北
人
の
間
で
普
通
一
般
に
行
わ
れ
て
い
た
」
　
（
越
智
氏
「
南
朝
の

貴
族
と
豪
族
」
　
（
怒
罵
第
六
＋
田
鰻
）
）
と
す
る
な
ら
ば
、
江
北
出
身
者
と
江
南
出

身
者
と
い
う
区
別
は
、
実
は
社
会
的
に
は
、
善
導
か
ら
宋
朝
に
か
け
て
漸
次
無

意
味
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
も
つ
て
き
て
、
門
閥
の
動
揺
分

裂
に
よ
る
門
流
の
独
立
が
顕
わ
に
な
り
、
政
治
的
地
位
が
強
化
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
く
な
れ
ば
、
最
早
政
治
的
に
も
江
北
系
、
江
南
系
の
別
は
聞
わ
れ
な
く
な

り
、
問
わ
れ
る
の
は
、
誰
が
実
力
者
で
あ
り
、
一
流
貴
族
で
あ
る
か
、
と
い
う

事
で
あ
ろ
う
。
　
（
拙
稿
「
南
朝
に
お
け
る
南
北
人
問
題
－
南
朝
の
成
立
一
（
長
崎
大
学

教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
第
1
9
号
）
）

　
さ
て
、
通
客
圏
の
拡
大
は
、
南
朝
帝
権
の
強
化
と
も
関
係
が
あ
ろ
う
。
南
朝

皇
帝
権
力
は
基
本
的
に
は
中
央
貴
族
を
支
配
し
（
越
智
氏
前
出
「
南
朝
に
お
け
る

皇
帝
の
中
央
貴
族
支
配
に
つ
い
て
」
参
照
）
、
特
に
宋
孝
武
帝
以
降
、
専
制
的
傾
向

を
著
し
く
し
た
こ
と
は
（
拙
稿
「
身
詰
南
朝
に
お
け
る
吏
部
権
限
の
変
遷
の
一
考
察
」

（
門
閥
社
会
史
所
収
）
）
、
既
に
学
者
の
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
門
閥
社
会
の
動
揺
分
裂
と
同
時
に
、
帝
権
の
強
化
が
見
ら
れ
る
と
、
元

来
寄
生
官
僚
た
る
門
閥
は
権
力
に
依
存
す
る
外
は
な
い
わ
け
で
、
直
接
王
室
に

通
ず
る
と
か
、
或
は
王
室
に
近
い
権
門
、
側
近
に
通
婚
し
て
一
家
の
保
全
を
計

る
度
合
を
強
く
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
寒
門
、
寒
人
で
あ
る
権
勢
者

と
の
通
婚
が
例
外
で
は
な
く
な
っ
て
く
る
。
す
べ
て
が
、
帝
権
を
中
心
に
し
て

動
く
、
と
い
う
社
会
状
態
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
最
後
に
、
陳
朝
の
特
異
性
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
こ
う
。
前
述
の
よ
う
に
、

一
九



　
　
　
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
二
二
号
（
矢
野
）

王
室
の
通
婚
は
江
北
系
名
門
が
急
激
に
減
じ
、
江
南
豪
族
と
の
通
婚
が
多
く
な

っ
て
く
る
。
こ
の
こ
と
の
意
味
を
考
え
る
為
に
は
、
陳
政
権
の
特
質
に
つ
い
て

み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
宮
崎
博
士
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
「
陳
の
領
土
は
北
よ
り
北

嶺
の
圧
迫
を
う
け
て
江
北
を
失
い
、
ま
た
北
幸
に
蜀
を
奪
わ
れ
、
加
う
る
に
梁

の
遺
醇
牛
な
る
後
梁
の
判
州
に
拠
る
あ
り
、
南
朝
四
代
の
う
ち
で
は
最
小
、
最
微

力
で
あ
っ
た
。
国
内
に
お
い
て
は
、
侯
景
の
叛
乱
以
後
内
戦
が
つ
づ
い
た
為
に
国

土
が
荒
廃
し
、
世
情
は
騒
然
と
し
て
戦
国
的
な
形
相
を
呈
し
て
き
た
の
で
、
そ
の

間
に
旧
来
の
貴
族
の
没
落
す
る
者
が
相
つ
ぎ
南
朝
そ
の
も
の
に
と
っ
て
も
、
ま

た
貴
族
制
度
に
と
っ
て
も
、
正
し
く
重
大
な
危
機
が
到
来
し
た
の
で
あ
っ
た
。

殊
に
地
方
に
お
け
る
土
豪
勢
力
の
蓬
頭
は
、
中
央
に
お
け
る
武
将
の
専
権
と

相
ま
っ
て
、
貴
族
政
治
に
代
る
軍
閥
政
治
の
出
現
す
ら
予
想
せ
ら
れ
た
。
」

（
宮
崎
氏
「
九
官
人
法
の
研
究
」
第
一
編
十
二
）
と
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
従
来
の

貴
族
の
没
落
と
地
方
土
豪
の
蓬
頭
に
よ
る
、
門
閥
社
会
の
動
揺
が
み
ら
れ
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
既
に
晋
朝
的
門
閥
の
動
揺
分
裂
に
よ
っ
て
、
門
流
の
独
立
化

が
行
わ
れ
て
い
た
の
に
加
え
て
、
内
戦
に
よ
る
そ
れ
ら
門
流
の
没
落
と
い
う
二

重
の
打
撃
が
門
閥
社
会
に
加
え
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
武
人
擁
頭

の
傾
向
は
、
歯
種
に
及
ん
で
急
激
に
起
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
宋
朝
以
来
の
こ

と
で
あ
り
、
政
治
の
実
権
は
形
式
的
な
高
位
高
官
の
者
の
手
よ
り
、
寧
ろ
天
子

周
辺
の
寒
門
寒
人
の
手
に
う
つ
っ
て
い
た
こ
と
、
早
く
宮
川
氏
が
指
摘
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
（
宮
川
尚
志
氏
、
1
政
治
．
社
会
篇
」
「
六
朝
史
研
究
第
五
章
参
照
）
。

と
す
れ
ば
、
陳
朝
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
は
っ
き
り
し
た
姿
を
現

わ
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
名
門
と
寒
門
、
江
北
出
身
と
江
南
出
身

と
い
う
如
き
、
旧
来
の
門
閥
内
で
固
め
ら
れ
て
き
た
区
別
は
、
最
早
意
味
を
も

た
な
く
な
っ
て
き
た
と
い
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

二
〇

　
　
結
　
　
び

　
以
上
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
を
、
も
う
少
し
整
理
し
て
み
よ
う
。
嘗
て
の
べ
た

よ
う
に
・
魏
・
西
晋
以
来
各
門
閥
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
氏
譜
に
は
、
必
ず
婚
姻

の
記
事
が
記
入
さ
れ
て
い
た
（
拙
稿
「
世
説
叙
録
の
価
値
に
つ
い
て
」
　
（
史
学
雑
誌

66

P
9
）
）
。
こ
の
こ
と
は
、
通
婚
が
こ
れ
ら
の
家
に
と
っ
て
重
大
な
事
件
で
あ

っ
た
か
ら
に
外
な
ら
ぬ
。
ど
の
よ
う
な
家
と
通
志
す
る
か
は
、
そ
の
家
の
門
閥

社
会
内
に
お
け
る
地
位
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
東
北
中
期
以
降
、

そ
の
よ
う
な
氏
譜
的
世
界
は
動
揺
を
始
め
て
き
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
同
族
の

大
同
団
結
は
弱
ま
り
、
分
派
し
た
門
流
の
独
立
化
が
生
じ
た
こ
と
を
意
味
す

る
。
す
る
と
、
同
一
族
の
中
に
主
流
派
、
傍
系
の
別
が
生
じ
、
そ
れ
ら
は
各
自

権
力
と
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
門
流
の
繁
栄
を
老
え
た
。
従
っ
て
通
婚

は
・
権
力
者
の
最
た
る
王
室
、
或
は
王
室
を
め
ぐ
る
実
力
者
一
そ
れ
が
ど
の
よ

う
な
社
会
的
地
位
を
も
つ
か
は
余
り
問
わ
れ
な
い
一
と
の
閻
に
行
わ
れ
、
そ
こ

に
通
婚
圏
の
拡
大
が
必
至
と
な
っ
て
く
る
。

　
若
し
以
上
の
如
く
考
え
て
大
過
な
し
と
す
れ
ば
、
通
斜
面
か
ら
み
た
限
り
に

お
い
て
は
・
門
閥
社
会
は
東
晋
末
か
ら
南
朝
に
か
け
て
、
徐
々
に
崩
壊
の
途
を

た
ど
り
つ
つ
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
、
梁
末
陳
初
の
内
戦
は
単
に
そ
の
傾
向
を

助
長
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。


